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巻 頭 言

タブレットはパソコンに取ってかわるか？

IT センター副所長
榎　原　博　之

　近年のスマートフォンの普及には目を見張るものがある。特に、大学生はほとんどがスマ

ートフォンを利用している。昨年度の IT センターの調査によると実に90％以上の関大生が

スマートフォンを所持している。同一の調査で、パソコンの普及率も90％を超えており、学

生に浸透しているように見えるが、利用時間まで考慮すると四六時中肌身離さず利用してい

るスマートフォンの方が遙かに利用時間が長いと思われる。一方、同一の調査結果では、タ

ブレットの所有率は 5 ％にとどまっている。

　2013年のスマートフォンの国内出荷台数は2,928万台で、パソコンの国内出荷台数は1,519

万台である（MM総研のホームページより）。スマートフォンに関しては、前年比3.7％減で

やや頭打ちになっている。パソコンに関しては、前年並みであるが、2014年 4 月に実施され

るWindows XPのサポート終了に伴うパソコン更新による法人需要が大きいと考えられ、個

人需要は減少傾向にあり、2014年は大幅に減少するものと予想されている。一方、タブレッ

トの国内出荷台数は743万台であるが、前年比67.2％増である（IDC Japan のホームページ

より）。2014年も大幅な増加が見込まれている。

　パソコンとスマートフォンを比べると大きさも違い、用途は全く別なものと思われる。し

かし、タブレットはディスプレイも大きく、パソコン代りに利用するユーザが増えていると

考えられる。初代 iPad（2010年発売）が登場した頃は、見づらいホームページも多く、閲覧

できないファイルも多数存在した。しかし、最近ではスマートフォンやタブレットを考慮し

たホームページが普通になり、パソコンが無いと閲覧できないホームページやファイルはほ

とんど見当たらない。閲覧だけに限れば、タブレットの方が遙かに使い易い。

　タブレットの浸透率は、2013年末の時点で、日本では18％である（カンタージャパンのホ

ームページより）。ちなみに、アメリカでは37％である。パソコンと比べるとかなり低いが、

将来的にはパソコンを超えるのではないかと考えている。タブレットの操作は、スマートフ

ォンとほとんど同じタッチ操作である。スマートフォンに慣れ親しんでいる10代、20代の若

者にとって、パソコンは既に敷居の高いものになってきている。私は、大学 1 ， 2 年生対象

に情報リテラシーの演習を行っているが、この 1 ， 2 年パソコンに不慣れな学生が増えてき

ているように感じる。キーボード操作やマウス操作に苦労している学生も見受けられるし、
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今まで教える必要の無かったウィンドウ操作やフォルダの概念について、質問してくる学生

もいる。

　今後、パソコンは無くなるのだろうか？ タブレットはホームページや文書の閲覧に便利で

あるが、特に長文の入力や表計算ソフトなどの細かい操作はまだまだ不得手である。今後音

声入力や操作性が格段に向上しない限りは、パソコンが無くなるとは考えにくい。特に、ビ

ジネスの場面では、外回りの営業などオフィス以外で仕事をする人を除いて、パソコンは無

くならないであろう。しかし、個人での利用にパソコンは不要かも知れない。ほとんどのこ

とがタブレットで事足りる。強いて上げるならば年賀状ソフトである。しかしこれも、今の

若者が年賀状を書かないことを考えると若者には関係無いことかも知れない。

　今後、個人利用はスマートフォンとタブレット、ビジネス利用はパソコンという棲み分け

ができるのではないかと考えている。関西大学にとって、より一層のパソコン教育の充実が

必要であると同時に、ほとんどの学生はインフォメーションなど情報をスマートフォンやタ

ブレットから利用している現状を理解し、スマートフォンやタブレットからの閲覧性の向上

が必要である。その意味では、公式ポータルアプリ「モバイル関大」には大いに期待している。
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教育・研究報告

関西大学のシラバスから見る情報セキュリティ教育の在り方

社会安全学部　河　野　和　宏

1．はじめに
　情報機器の高性能化・小型化・低価格化やインターネットの普及により、人々の日常生活

においても様々な情報機器が使用され、かつインターネットを通して多種多様のサービスが

受けられるようになった。特に、多くの一般人がスマートフォン端末に代表されるモバイル

端末を 1 台以上所有し、こられの端末を常に持ち運ぶようになったことに加え、公共空間で

のWi-Fi 環境の整備やモバイルルータの普及により屋外のどの場面でもインターネットに接

続できるようになった影響は大きく、従来の屋内利用を想定して利用・提供していた情報機

器・サービスの環境を大きく変化させることとなった。

　例えば、電車等の移動時間や待ち時間に行うことが多い読書一つをとっても、以前までは

単行本等の書籍を持ち歩き、それらを読んでいることがほとんどであったが、現在はタブレ

ット端末（もしくはスマートフォン端末）に保存してあるデジタル書籍を読んでいる場面が

頻繁に見られるようになった。また、どこにいても所有のモバイル端末をインターネットに

接続できるという現代の特徴を活用し、自身がその時に考えたこと・感じたことやその時に

撮影した写真等をすぐに投稿し、ほとんどリアルタイムでコミュニケーションを取ることが

できるマイクロブログサービスのように、常にインターネットに接続できることを前提とし

たオンラインサービスがインターネット上で新たに展開されるサービスの主流になりつつあ

る。身近にある情報機器の観点から見ても、扱いに慣れるまで時間がかかる大型のデスクト

ップパソコンや、パソコンと比較すると性能不足の携帯電話端末から、パソコンとほぼ変わ

らない性能を有しながら小型であり、かつタッチパネルによる感覚的な操作により、素人で

もすぐに扱えるスマートフォン端末・タブレット端末へと変化している。

　しかしながら、これらの情報機器・インターネットの目覚ましい普及および発展に対し、

それらを利用する上でより一層必要とされる情報セキュリティに対する意識は十分に向上し

ていない現状がある。インターネットでの発信が全世界に向けての発信ということを認識し

ておらず、Twitter 等のマイクロブログでの不用意な書き込みにより発生する情報漏洩や炎

上事件は、その最たる例であり、2014年現在でも後を絶たない。インターネットの特性自体

は以前から何も変わっていないにもかかわらず、近年になって注目されるほど数多く発生し

ているのは、誰もが手軽に扱え、種々のインターネットサービスを利用できるスマートフォ
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ン端末の普及により、ユーザーが利便性の側面しか捉えず、セキュリティについて何も考え

ずに行動してしまった結果といえよう。さらに、大学等の公共空間に設置されているデジタ

ル複合機を介した情報漏洩のように、高機能な情報機器やクラウドサービスが利用される結

果、ユーザ・管理者双方に知識不足・認識不足が発生し、適切に管理することができず、結

果、セキュリティインシデントが発生している点からも、セキュリティに対して未成熟であ

るといえる。

　ここで、人々のセキュリティに対する意識が未だ十分に高くないことをデータから示すた

めに、情報セキュリティインシデントのうち、 8 割を占める情報漏洩・紛失に焦点を絞って

話を進める［1］。日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）が2003年からインターネット

上にて公表している情報セキュリティインシデントに関する調査報告書［2］によると、2008年

以降は毎年 1 ,500件近くの情報漏洩事件が発生していることがわかる。ここで、この件数は、

あくまで対外的に公表された事件の件数であることから氷山の一角と考えられ、実際はもっ

と多いと予想される。漏洩事件にはならなかったヒヤリハットの事例も考慮すると、日常で

は数えきれないほどのインシデントもしくはインシデントになる一歩手前の状況が発生して

いると想定される。

　さらに、2008年以降の報告書の内容を比較検討すると、情報漏洩の 8 割が誤操作や管理ミ

ス等の人的要因により発生している点、インターネット経由ではなく、技術的対策が取りに

くい紙媒体からの漏洩が約 7 割を占めている点がわかる［3］。これはつまり、技術的な対策不

足というより、人的要因という、日頃からのセキュリティに対する意識の低さがそのまま情

報漏洩に直結していることを示している。

　以上のことから、現在の環境においては、数多くの情報セキュリティインシデントもしく

は一歩手前の状況が発生しており、それらの多くはセキュリティに対する人々の意識の低さ

から発生しているといえる。それでは、なぜ人々はセキュリティ意識が低いままなのであろ

うか。我々はこの原因の一つとして、大学までの学生時代における情報セキュリティ教育の

在り方に課題があると推察する。セキュリティインシデントを発生させてからでは遅いため、

スマートフォン端末等の情報端末が既に身近にある高校生・大学生の時からセキュリティに

ついての十分な知識や対策を身につける必要があるものの、高校で行われる情報科目のみで

は十分なセキュリティ教育がなされているとはいえない［3］。加えて、情報科目は 1 年間での

学習であり、かつ大学進学には直接関係がないため、定期的な教育も難しい。大学にいたっ

ては、学習指導要領のような統一された基準もなく、専門的な知識を学ぶということもあり、

大学もしくは学部のみで考えても独特のカリキュラムが編成されているため、日本の大学全

体としてどのような情報セキュリティ教育がなされているか、そもそも誰も把握できていな

いという根本的な問題がある［4］。

　そこで本稿では、大学での情報セキュリティ教育がどのように行われているか明らかにす

るため、まずは総合大学である関西大学を例に調査し、大学での情報セキュリティ教育の在
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り方の一端を示す。具体的には、筆者が所属する社会安全学部における情報教育・セキュリ

ティ教育に関する講義内容を紹介した後、関西大学が公開しているシラバス［5］をもとに、各

学部に所属する学生がどのような情報教育・情報セキュリティ教育を受けているか明らかに

する。さらに、文系学部・理系学部や年度といった視点から教育の違いを論究する。なお、

学生全体に対する情報セキュリティ教育の実施内容を検証するという観点から、ITを専門と

する部署である関西大学インフォメーションテクノロジーセンター（ITセンター）が行う単

独の講習会は対象とはしないこととする。

2．社会安全学部での情報教育・情報セキュリティ教育
　筆者は工学部の出身ということもあり、所属する関西大学社会安全学部では、ITに関する

講義の一部を担当している。そこで、2014年度に担当する 2 つの科目の内容から、社会安全

学部では IT 全般に対してどのように教育しているかを述べる。

2.1．IT の利活用を目的とした科目

　社会安全学部では IT の利活用を目的とし、実際にパソコンを用いてスキルを上達させる

実習科目が複数用意されている。2014年度以降の入学生においては、 1 年次向けで全員必須

の実習科目である「IT 実習」、 2 年次向けでより高度なスキルを身につけることができる実

習科目である「GIS 実習」「統計データ解析実習 I・II」等、複数の選択実習科目が用意され

ているが、本節では、パソコンを扱う上で最も基本的なスキルを学ぶことができる「IT 実

習」について、シラバスを参考にしながら説明する。なお、2014年度からカリキュラムが一

部変更されており、2013年度以前までの入学生に対しては、「IT基礎実習 I」、「IT基礎実習

II」、「IT 活用実習 I」、「IT 活用実習 II」という 4 つの必須の実習科目が用意されており、

受講生は 2 年間を通して文書作成・データ処理から、専用のソフトを利用してのデータベー

スの構築や統計処理の技術を修得していくこととなっている。

　 1 年次向けの科目「IT実習」は、パソコン・インターネット等を活用して、文書作成、プ

レゼンテーション、コミュニケーション、データ整理・分析、情報検索などの日常的な作業

を行うスキルを身につけることを目的とした実習科目である。本実習科目の目標は次の通り

である。

　•  Microsoft Word の基本操作ができるようになる。

　•  Microsoft PowerPoint の基本操作ができるようになる。

　•  Microsoft Excel の基本操作ができるようになる。

　• 情報セキュリティや情報倫理、情報検索に関する基礎的知識を修得する。

上記の到達目標を達成するため、表 1 に示す計15回の内容を、 3 時間かけて（つまり 1 限・

2 限続けて）実施している。また、担当教員だけでは受講者全員に対してきめ細かな指導は

難しいため、指導者側一人あたりの学生数が20人になるよう、TA・SA が配属されている。
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　IT 実習の進め方としては、担当教員は、関西大学の e-Learning システムである CEAS を

用いて、予め全ての資料を公開した後、その配布資料に基づいてパソコンやソフトの各機能

を説明し、実際に操作する。教員の画面は、机の中央に置かれている提示用モニタに映しだ

されているため、受講生はモニタを見て確認し、自分で実際に操作して機能や操作方法を覚

えた後、与えられた幾つかの課題をこなすことになる。

　与えられた課題は CEAS のレポート機能を用いて提出するが、全ての課題は実習時間内で

提出することが原則となっている。これは、他の講義科目・実習科目と異なり、 1 回あたり

3 時間という長時間の実習であることから、実習時間内で内容を全て理解することを想定し

ているためである。そのため、教員による説明や課題において理解できない点があれば、教

員・TA・SAが個別に対応し、全員が同じ分量の課題を達成できるよう、進み具合を確認し

ながら実習を進めている。反対に、課題を早めに終わらせた学生に対しては、追加課題を用

意し、残りの実習時間も有意義な時間になるよう、配慮している。

　さらに、本実習の終了後、受講生にはActive! Mail による「ふりかえりメール」の提出を

義務付けている。受講生は、①実習で学習した内容、②実習を受けての質問、③理解してい

るかどうかを確認するために出題される簡単な問題に対する回答、の 3 つの内容をメールで

担当教員まで送信する。担当教員はそのメールを受けて、質問や不正解の回答に対してコメ

ントを付けて返信することにより、学生に必要な情報をフィードバックしている。なお、CEAS

の機能を用いても、ふりかえりメールと同様の仕組みをとることができるが、メールで提出

させる他の目的として、定期的にメールを送ることにより、社会で「メールを書く」という

ことはどういうことか理解させ、友達同士でのメールのやり取りには通常存在しない、「相手

の名前を書く」「自分の名前を名乗る」等の、一般的なメールのマナーを習慣づけるという目

表 1 　実習科目「IT 実習」の講義概要（関西大学シラバス［5］を参考に作成）。

回 講義概要

1 コンピュータの基本操作、インフォメーションシステム、学内 IT 関連サービスの紹介、e-Learning シス
テム CEAS

2 ファイル・フォルダの扱い方、電子メール
3 タイピングの基礎（Word の利用も可）
4 Word の利用（ 1 ．文書作成の基本操作、文書の装飾）
5 Word の利用（ 2 ．図・表の挿入、段組み文書の作成）
6 PowerPoint の利用（ 1 ．スライド作成の基本操作）
7 PowerPoint の利用（ 2 ．図形描画とスライドショー）
8 Word の利用（ 3 ．複雑なレイアウト文書の作成）
9 Word の利用（ 4 ．Word の便利な機能）、情報セキュリティと情報倫理、情報検索
10 Excel の利用（ 1 ．データの入力方法、表の編集・レイアウト）
11 Excel の利用（ 2 ．レイアウト、数式の入力、基本的な関数の利用 1 ）
12 Excel の利用（ 3 ．基本的な関数の利用 2 、グラフの作成 1 ）
13 Excel の利用（ 4 ．グラフの作成 2 ）
14 Word の利用（ 5 ．論文作成法）
15 小テスト（Word, Excel）



－ 7－

関西大学 ITセンター年報 第 4 号（2013）

的もある。

　IT 実習の内容を検討すると、ほとんどの時間を IT の利活用に割いており、セキュリティ

に関する内容は、第 9 回目の 2 時間目のみで、ほとんど触れていない状況である。これは、

本実習の目的が IT の利活用であることから、仕方がない面があるものの、内容についても、

ウィルスやワンクリック詐欺がどのようなものか等、知識の学習となっており、実際の対策

に結びついていない可能性がある。また、一般的なリスクの説明となっていることから、大

学生も含め、近年の若者が利用しているスマートフォン端末や、Twitter に代表されるマイ

クロブログサービス等に対するリスクについては説明不足となっている点も否めない。限ら

れた時間内では全てを説明することはできないこと、IT実習はパソコン・ソフト等の利活用

を目的としていることから、例えば Twitter からの情報漏洩や炎上事件等、実際に同年代の

大学生が発生させたセキュリティインシデントを説明することにより、利用している情報端

末（パソコン・スマートフォン）やサービスに対するリスクを認識させ、最低限必要となる

対策を各自が講じることができるよう、本年度から内容を一部変更する予定である。

2.2．情報セキュリティの理解を目的した科目

　社会安全学部において、筆者は学部向けの講義科目「情報セキュリティ論」を担当してい

る。本講義科目では、情報セキュリティの基本的な考え方から始まり、情報に対するリスク

（脅威）、そのリスクから情報を保護するための基本技術から応用技術等を、実際のシステム

や対策を踏まえながら幅広く説明し、「情報を守る」とは一体どういうことか、正しく理解す

ることを目的としている。その目的を踏まえ、本講義科目の目標は次の通りとしている。

　• 一般的に使われている情報セキュリティ技術の内容を正しく理解する。

表 2 　講義科目「情報セキュリティ論」の概要（関西大学シラバス［5］を参考に作成）。

回 講義概要
1 ガイダンス（情報セキュリティ概論、現代社会の危険性とその実例）
2 情報セキュリティの考え方
3 情報資産に対する脅威①
4 情報資産に対する脅威②
5 情報漏洩の原因及び対策
6 情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）
7 演習：暗号解読を通したクラッキング体験
8 暗号・署名①：共通鍵暗号
9 暗号・署名②：公開鍵暗号
10 暗号・署名③：デジタル署名
11 ファイアウォール・ルータ・アンチウィルス
12 アクセス制御・認証
13 可用性に対する対策・実用面での対策・その他のセキュリティ対策
14 情報セキュリティの法律
15 体験：実際のセキュリティ技術



－ 8－

　• 日常生活において必要となるセキュリティやリテラシー（知識や能力）を習得する。

以上の目標を達成するため、表 2 に示す通り、情報セキュリティ全般の内容が理解できる講

義内容としつつ、第 7 回目の講義や第15回目の講義のように、情報セキュリティ技術をより

深く理解するための演習・体験を取り入れている。また、本講義科目での学習内容を今後に

活かすために、ITパスポート試験を含めた、情報処理技術者試験の受験を推奨しており、取

り組む学生は多くはないものの、実際に取得している学生も存在する。

　IT実習と大きく異なる点は、講義を聴くことにより、情報の保護という観点から必要とな

る知識を習得する点、多くの講義科目と同様、時間外学習が必要となる点である。本講義の

特性上、インターネットの仕組み等の、情報を扱う上で必須となる知識が求められるため、

IP アドレスやポート番号等の言葉を知らない等、基礎知識が不足している学生には、あらか

じめ事前学習を求めている。また、情報セキュリティ全般を取り扱うことから、講義の分量

も多く、第 8 回から第10回にかけて行われる暗号技術に関する講義にいたっては、数学的な

思考力も要求されるため、正確に理解するためには相応の事後学習が要求される。

　また、本講義の特徴として、講義内容を暗記する、単なる暗記学習ではなく、学習した内

容を実際の対策にも繋げることができるよう、幾つかの工夫を施している。例えば、講義内

での閑話休題として、最近発生したセキュリティインシデントを紹介し、発生した背景から

その原因、および対策まで、講義内容と絡めて説明したり、第 1 節で言及したとおり、近年

のセキュリティインシデントの多くは情報漏洩であり、その要因は誤操作・管理ミス等に代

表される人的要因であることを第 5 回講義で時間をかけて説明したりすることにより、現実

のセキュリティインシデントに対応できるよう講義している。

3．関西大学のシラバスからみる情報セキュリティ教育の現状と課題
　本節では、関西大学で公開されている2013年度のシラバスをもとに、所属する大学生に対

してどのような情報セキュリティ教育を実施しているかを調査する。関西大学には、文系学

部・理系学部合わせて13学部から構成される総合大学であるため、文系学部（法学部、文学

部、経済学部、商学部、社会学部、外国語学部、政策創造学部、人間健康学部、社会安全学

部）、理系学部（システム理工学部 4 学科、環境都市工学部 3 学科、化学生命工学部 2 学科、

総合情報学部）の大きく 2 つに学部を分類して検証する1。さらに、10年前の2003年度におけ

る実施状況も調査することにより、時代の変化に応じて、どのように情報リテラシー教育・

情報セキュリティ教育が変化したかを検証する。

　なお、関西大学では総合大学である特色を活かし、学部間の枠を超えて学生が受講可能な

共通教養科目が提供されている。共通教養科目では、一部の学部を除き、自身が興味を持つ

科目を受講することにより、学部内だけでは習得できない様々な知識を取得することができ

1　本節で述べる内容の一部は、文献［6］にて報告済みの内容であるが、改めて本稿にて報告する。
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る。共通教養科目を調査したところ、情報リテラシーの能力を向上させる科目、情報技術・

ネットワーク技術について学習する科目、SNS やマイクロブログ等も含めたメディアリテラ

シーを学ぶ科目が合わせて 5 科目存在するが、これらは学部が提供する講義科目ではなく、

200以上もある共通教養科目から学生が自由に選択することから、対象外とする。

3.1．文系学部における情報リテラシー教育・情報セキュリティ教育の現状

　各文系学部で提供されている情報リテラシーおよび情報セキュリティに関する科目の実施

状況をまとめた結果を表 3 に示す。なお、表 3 において、「学部」は学部名を、「PC 利用の

実習科目」は情報の利活用のためにパソコン・ソフトを利用する実習科目があるかどうかを、

「セキュリティに関する内容（実習科目）」はセキュリティに関する何らかの内容が実習内で

あるかどうかを、「情報に関する講義科目」はパソコンやインターネット等を含め、情報に関

連した講義があるかどうかを、「セキュリティに関する内容（講義科目）」は、前述の講義科

目において何らかのセキュリティに関する内容を講義しているかどうかを表す。さらに、「情

報セキュリティを対象とした科目」は、情報の保護を目的とし、情報セキュリティ自体を対

象とした講義科目が存在するかどうかを表す（この科目と判断した場合は、「情報に関する講

義科目」には含めないものとする）。各項目における有無は、「○」「×」で表し、判断が難し

い一部の科目・内容については、「△」で表す。なお、シラバスの内容で判断しているため、

各実習科目、講義科目において、実際にセキュリティに関する内容を扱っているかどうかは

調査の対象外としている。

　表 3 より、ほとんどの文系学部において、パソコンおよびソフトを活用する実習が実施さ

れている（ 9 学部のうち 8 学部）ことがわかるが、多くの実習科目では、Microsoft Word

や Excel に代表される、オフィスソフトを用いた文書作成・データ処理等の、利活用に重点

が置かれており、セキュリティ対策について、シラバス上では触れられていない場合も見ら

表 3 　関西大学の文系学部における情報に関する実習科目・講義科目の実施状況。

学　　部 PC 利用の
実習科目

セキュリティに
関する内容
（実習科目）

情報に関する
講義科目

セキュリティに
関する内容
（講義科目）

情報セキュリテ
ィを対象とした

科目
法 学 部 ○ × ○ ○ ×
文 学 部 ○ ○ ○ ○ ×
経 済 学 部 ○ ○ △ × ×
商 学 部 ○ ○ ○ ○ ×
社 会 学 部 ○ × ○ ○ ×
外 国 語 学 部 ○ ○ × × ×
政策創造学部 ○ × × × ×
人間健康学部 ×［注1］ × × × ×
社会安全学部 ○ ○ △ △ ○

［注 1 ］人間健康学部では、共通教養科目の「基礎からの情報処理」が実習科目に相当すると考えられるが、
本文中にある通り、共通教養科目のため対象から外している。
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れた。また、実習内で実施されているセキュリティ対策の内容についても、ネチケット等の

簡単な内容であることがほとんどであり、情報セキュリティに関する具体的な内容の記載は

見られなかった。これは、第 2 節で述べた通り、実習の目的が IT の利活用であり、かつ時

間の制約があることから、具体的な内容まで含めることは極めて難しいためといえる。

　文系学部間での違いを考察すると、表 3 から、情報に関する講義科目を開講する・しない

で大きく分類することもできるが、これらの開講する実習科目・講義科目の内容をより精査

すると、データベースシステムの構築や HTML によるホームページ作成、データ分析等の、

選択実習科目をより多く提供し、パソコン・ソフトを利用した情報の利活用能力を向上させ

ようとしているのか、反対に倫理や法律、ネットワークやメディアに関する講義を通して情

報全般に対する教育を提供し、間接的に情報セキュリティに必要な知識を習得させようとし

ているのか等、情報リテラシー教育・情報セキュリティ教育の方針の違いを明確に確認する

ことができた。特に、後者の場合、例えば情報ネットワークに関する講義科目の一つの講義

内容として、情報セキュリティの一大テーマである暗号や認証を取り扱う等、情報セキュリ

ティに関する何らかの内容を教えているケースが多く見られた。

　情報セキュリティ全般を体系立てて取り扱う講義に関しては、一学部を除いて存在してい

ない。これは、文系学部という性質上、理系の側面が強い情報セキュリティに関する内容を

担当できる教員が少ないこと、加えて、先程述べたとおり、情報の利活用に重点をおくか、

情報を扱う科目内における一つのテーマとして、情報セキュリティの一部を扱うかのどちら

かの方針に従って教育しているためと推測される。

3.2．理系学部における情報リテラシー教育・情報セキュリティ教育の現状

　各理系学部で提供されている情報リテラシーおよび情報セキュリティに関する科目の実施

状況をまとめた結果を表 3 に示す。なお、表 3 と同様、表 4 において、「学部・学科」は学部

名および学科名を、「PC 利用の実習科目」は情報の利活用のためにパソコン・ソフトを利用

する実習科目があるかどうかを、「セキュリティに関する内容（実習科目）」はセキュリティ

に関する何らかの内容が実習内であるかどうかを、「情報に関する講義科目」はパソコンやイ

ンターネット等を含め、情報に関連した講義があるかどうかを、「セキュリティに関する内容

（講義科目）」は、前述の講義科目において何らかのセキュリティに関する内容を講義してい

るかどうかを表す。さらに、「情報セキュリティを対象とした科目」は、情報の保護を目的と

し、情報セキュリティ自体を対象とした講義科目が存在するかどうかを表す（この科目と判

断した場合は、「情報に関する講義科目」には含めないものとする）。各項目における有無は、

「○」「×」で表す。

　表 4 より、全ての理系学部において、パソコンおよびソフトを利用した実習を実施してい

ることがわかるが、文系学部と同様、利活用に重点が置かれており、セキュリティに関する

内容は半数の学部で含められておらず（10学部・学科中、 5 学部・学科が実施）、文系学部
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以上に実施されていないことがわかる。これは、文系学部で行われる実習科目では、情報リ

テラシー能力の向上を目的としてインターネットやメールの利用に関する内容を実施してお

り、その実習中において、情報倫理やネチケット、マナー等、情報セキュリティに関する内

容を扱っていたが、理系学部（工学部）の実習科目では、「モノ・ソフトを作る」という工学

部の性質から、プログラミングの習得やアルゴリズムの理解・構築、シミュレーションを目

的としている場合が多く、一般の情報リテラシー能力を向上させる実習とは異なるためである。

　さらに、表 4 より、情報に関する学部・学科を除けば、多くの学部・学科において、シラ

バス上では情報セキュリティに関連した講義・演習科目を提供していないことがわかる。こ

の理由として工学系の学部においては、カリキュラムがそれぞれの学部・学科の内容に特化

しており、内容も極めて専門性が高くなるためであると考えられる。反対に、総合情報学部

のように、情報を専門に扱う学部・学科においては、情報セキュリティだけでなく、情報全

般に関して多岐にわたる実習・講義科目を提供しているといえる。

3.3．過去における情報セキュリティ教育の実施状況

　前節までは学部ごとの違い、特に文系学部、理系学部の違いにより、情報教育・情報セキ

ュリティ教育に違いがあるかどうかを調査したが、本節では、約10年前である2003年度の提

供科目をもとに、当時の情報教育・情報セキュリティ教育を把握し、現在の教育と比較検討

する。調査方法としては、現時点では関西大学で公開されているシラバスシステムを元に、

以前の講義科目や内容を検索することも可能であるが、利用するデータベースが最新年度に

表 4 　関西大学の理系学部における情報に関する実習科目・講義科目の実施状況。

学部・学科 PC 利用の
実習科目

セキュリティ
に関する内容
（実習科目）

情報に関する
講義科目

セキュリティ
に関する内容
（講義科目）

情報セキュリ
ティを対象と
した科目

システム理工学部
数学科 ○ ○ ○ ○ ○

システム理工学部
物理・応用物理学科 ○ × × × ×

システム理工学部
機械工学科 ○ × ○ × ×

システム理工学部
電気電子情報工学科 ○ ○ ○ ○ ○

環境都市工学部
建築学科 ○ × × × ×

環境都市工学部
都市システム工学科 ○ ○ ○ ○ ×

環境都市工学部
エネルギー・環境工学科 ○ × × × ×

化学生命工学部
化学・物質工学科 ○ ○ × × ×

化学生命工学部
生命・生物工学科 ○ × × × ×

総合情報学部 ○ ○ ○ ○ ○
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基づいて検索しているため、正確ではない。そこで、過去のインターネット上のホームペー

ジを保存してあるサービス「Internet Archive」［7］を参考にしながら、提供科目を調査する。

　2003年度の入学生に対して各学部で提供されている情報リテラシーおよび情報セキュリテ

ィに関する科目の実施状況をまとめた結果を表 5 に示す。表 5 における項目は、パソコン等

を利用する実習科目があるかどうか、情報に関する講義科目があるかどうか、およびセキュ

リティ全般を体系的に取り扱う科目があるかどうか、という 3 つであり、各項目における有

無は、「○」「×」で表し、判断が難しい科目がある場合には「△」で表す。なお、表 3 およ

び表 4 にある、各実習科目・講義科目の内容にセキュリティに関する内容を扱っているかど

うかの項目は、表 5 には存在しない。これは、今回の調査では2003年時点で公開されていた

各学部のホームページに記載されているカリキュラムを参考にしているが、具体的な講義・

実習内容は記載されておらず、関西大学のシラバスシステムにおいても、先程述べたとおり、

利用するデータベースが最新年度に基づいているため、2003年時点での各学部でのカリキュ

ラムは検索可能でも、検索した結果得られる各科目の講義・実習内容は最新年度のものとな

っており、2003年におけるシラバスの内容を確認することができないためである。また、文

学部においては、専門科目のうち必修科目しか掲載されておらず、選択科目が不明であった

ため、対象外としている。

　表 5 のうち、法学部から社会学部までは文系学部であり、工学部、総合情報学部は、理系

学部であるが、表 3 および表 4 と比較すると、情報教育自体は10年前であっても同じ傾向で

表 5 　2003年度における関西大学での情報に関する実習科目・講義科目の実施状況。

学部 PC 利用の
実習科目

情報に関する
講義科目

情報セキュリティを
対象とした科目

法学部・法律学科 ○ ○ ×
法学部・政治学科 ○ ○ ×
文学部 ― ― ―
経済学部 ○ △ ×
商学部 ○ △ ×
社会学部 ○ ○ ×
工学部・機械工学科 ○ △ ×
工学部・機械システム工学科 ○ △ ×
工学部・電気工学科 ○ ○ ×
工学部・電子工学科 ○ ○ ×
工学部・化学工学科 ○ × ×
工学部・応用化学科 ○ × ×
工学部・先端マテリアル工学科 ○ × ×
工学部・システムマネジメント工学科 ○ ○ ×
工学部・都市環境工学科 △ × ×
工学部・建築学科 ○ △ ×
工学部・生物工学科 ○ × ×
総合情報学部 ○ ○ △
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あり、PC を利用した実習はどの学部でも実施されていることがわかる。実施内容について

も、実習名が2013年度と大きく変わっていないことから、内容自体も大きく変わっておらず、

文系学部での実習は基本的にはインターネットおよびオフィスソフトの利用方法等の一般的

な情報リテラシー能力の向上を目的とした実習科目であり、理系学部はそれらに加えて、プ

ログラミングの習得等を目的した実習科目であると推測される。

　具体的な実習内容・講義内容がわからず、単純な比較は難しいが、注目すべき点は、2003

年時点では、情報セキュリティ全体を取り扱う講義科目は存在していないという点である。

総合情報学部においても、2003年度から現在まで「情報と倫理」という講義科目が提供され

ていることは確認できたが、2013年度に開講されている「情報セキュリティ論」という、情

報セキュリティ自体を取り扱った講義科目は、科目名称を見る限り存在していない（前者の

講義があるため、表 5 中では「△」表示としている）。そのため、10年前においては、現在以

上に情報の利活用のための知識の習得やスキルアップに焦点が当てられていたのではないか

と推察される。

3.4．シラバスの比較から見える情報セキュリティ教育の課題

　以上までの調査結果を元に、情報教育・情報セキュリティ教育の現状の課題をまとめ、今

後、どのように情報セキュリティ教育があるべきかを検討する。

　文系学部・理系学部共通して言えることは、情報の利活用や情報処理能力のスキルアップ

に焦点が当てられており、情報の保護という観点はさほど重要視されていないということで

ある。情報セキュリティを扱う科目自体は、一般ユーザーにおける実際の対策面のみに限れ

ば、情報セキュリティに関する深い知識は必要ないため必須ではないものの、情報の利活用

を推し進めるのであれば、その前提となる、情報を適切に扱い、保護するための最低限の知識

を修得しなければならない。そのため、文系学部においては、ほとんどの学部で採用されて

いる、パソコンやオフィスソフトの利活用を学習する、情報リテラシーに関する実習科目に

おいて、ネチケット等以上の、一般ユーザーが近代のリスクに対応可能な情報セキュリティ

に関する知識およびそれらリスクに対する具体的な対策法を実習内容に含める必要がある。

　理系学部についても、同様のことが言えるが、文系学部以上に情報セキュリティに関する

教育を実施しておらず、ネチケット等の最も初歩的な内容でさえ、シラバス上では実施され

ていない場合も見られた。つまり、様々な場面で情報機器を触り、データを扱う機会が多い

であろう理系（工学系）学部の学生のセキュリティ対策は個々の意識によるということを示

しており、学生間で大きく差が現れる可能性があるといえる。実験データの取扱い等、普段

から重要な情報を扱っていることから、全体として、一定水準のセキュリティレベルを保つ

ためにも、文系学部と同様、必修科目として実施されることが多い実習系の科目において、

リスクへの具体的対策も含めた情報セキュリティに関する十分な教育を実施すべきであると

いえる。
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　また、第2.1節でも指摘したが、近年は情報機器一つとっても、大学生が身近になっている

機器は、パソコンからスマートフォン端末になっており、インターネット環境もクラウド環

境へと大きく転換しつつある。そのため、特に学生全員が受講する可能性が高い実習科目で

提供する情報セキュリティに関する内容も、その変化に対応していかなくてはならないが、

シラバスから読み取ることができる内容では、十分な対応はできていない。実際に、2013年

度の実施内容をみても、多くの場合、ネチケット等の内容のため、現代の状況を考慮した内

容にはなっていなかった。この問題は、2013年度の内容をそのまま2003年度の内容として見

ても、利用するソフトのバージョンの違いを除けば、特に問題ないということからも、指摘

できるであろう。情報機器の発展やインターネット環境・サービスの進展は、日進月歩であ

り、数年経つと、大幅に変化している可能性が高いことから、情報セキュリティに関する内

容については、毎年のマイナーチェンジだけでなく、数年間ごとの大幅なバージョンアップ

を実施する必要があると結論付ける。

4．おわりに
　本稿では、関西大学のカリキュラムから、文系学部・理系学部における情報教育・情報セ

キュリティ教育の現状を調査し、今後の教育の在り方を検討した。現在の関西大学での情報

教育においては、主に PC の利活用による情報活用力の向上に目的があり、情報セキュリテ

ィに関する内容はそれほど気を配られていないことを明らかにし、多くの学生が履修する実

習系の科目において、少なくとも情報を利用する上で必要となる最低限の知識を習得し、現

代の環境に合わせたセキュリティ対策を実施することが可能な実習内容を提供する必要があ

ることを指摘した。本稿からの結果は関西大学に限定しての結果といえるが、筆者の経験上、

学生時代においても同様の内容であったことから、おそらくどの大学においても傾向は一緒

であると類推され、情報を活用する力だけでなく、その前提となる、情報を適切に扱う力を

向上させる必要があるといえる。

　なお、本来であれば、これらの教育は、大学だけでなく、高校における教育内容も含めて

考慮すべきであるが、高校における情報教育においても、文献［6］［8］で指摘している通り、大

学と同様、情報の利活用に力を割いていたり、個人情報漏洩に代表される現在のセキュリテ

ィインシデントに対応できていなかったりする。高校までは文科省からの学習指導要領に基

づいて一定の内容を教えられていることから、大学においては、科目「情報」における情報

全般に関する教育内容を確認後、大学で教える内容を精査する等、高校からの教育に連続性

を持たせた枠組みを構築することも重要であると考える。

　最後に、大学および学部におけるカリキュラムの関係上、専門科目内の実習科目・講義科

目では時間を割くことが難しい場合や、適切な内容を提供できない場合もあると想定される。

その対応の一つとして、今回は調査の対象外としたが、関西大学の IT を管理する IT センタ

ーにおいては、パソコンの入門講座に始まり、オフィスソフトや画像作成・編集ソフトに対
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するリテラシー能力の向上を目的とした講座、さらにはインターネットセキュリティに関す

る講座も提供しているため、これらの講座の受講を学部として推奨し、受講させることによ

り、現代のリスクに対応できるだけの最低限の知識を身につけさせることも有効な手段であ

るといえる。
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実践報告

初年次教育における ICT の使用目的と内容について
─「スタディスキルを身につける」の担当経験を通して─

人間健康学部　窄　山　　　太

1 ．はじめに
　「スタディスキルを身につける」は、人間健康学部1）において、新入生を対象とした初年次

教育科目の一つとして開講された科目である。この科目は「大学における学びのために必要

な基本的なスキルを演習形式で見つけることを目的」とし、大学生としての学びの態度やそ

の方法を学習することを意図するものである。担当する教員間でこの目的を共有したうえで、

授業の具体的な内容やスケジュールは受講生の実態などをふまえて各教員が調整し実施する

こととされた。私はこの科目を学部が開設された2010年度から2013年度まで担当したが、本

稿ではその経験に基づいて、特に ICT（Information and Communication Technology）2）を

使用する目的とその内容について述べる。

　なお、私の専門領域は社会福祉相談援助であるため、本稿で取り上げる内容は、初年次教

育における ICT の先駆的な活用の紹介やソフト開発に関する報告ではないことをご理解いた

だきたい。以下、初年次教育の趣旨をふまえ、学生が学習を積み重ねていくうえで必要であ

ると思われる ICT の使用を、私なりにどのように授業内容に盛り込んだのかについて述べて

いきたい。

2 ．「スタディスキルを身につける」の概要
（1）「スタディスキルを身につける」の目的

　「スタディスキルを身につける」は前述の通り、大学生に求められる基本的なスタディスキ

ルの修得を目的とした演習科目である。科目のシラバスでは、スタディスキルとして以下の

5 つをあげている。

　① 読む能力　文献や資料を的確に読解することができる 

　② 書く能力　自分の考えや調べたことを論理的にレポートや論文として書くことができる

　③ 調べる能力　図書館やインターネット等を通して必要な情報を探索することができる

　④ 整理する・まとめる能力　自分の考えや調べたことを整理・分類・要約することができる

　⑤ 発表する・表現する能力　自らの意見や見解を正確に伝えることができる

　そのうえで、授業では「⑴資料のポイントをつかむ、⑵レポートを作成する、⑶調べたこ

とをプレゼンテーションするなどの項目を重点的に扱う」とし、「こうしたスキルの育成のた
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めに、調べ、読み、書きのスキルと、プレゼンテーションのスキルの基本を、段階的に学習

する。また、最後の数回では、総仕上げとして全員がそれぞれプレゼンテーションに挑戦す

る」とされる。授業において受講生はレポートや資料を作成し、内容を発表する過程を通し

て、これら 5 つのスキルを「③調べる能力→①読む能力→④整理する・まとめる能力→②書

く能力→⑤発表する・表現する能力」の順で意識する。加えて、これら以外のスキルでは、

⑥聴く能力、⑦議論する能力も必要であることを意識することとなる。

　この科目では、「どのクラスにおいても①～⑤のスキルの基本を学ぶことができますが、ク

ラスによって重視するスキルや授業の進め方などが異なります。」と、内容と進め方について

担当教員の裁量を認めている。ICT の使用についてもこの点は同様である。これは担当する

教員が受講者の実情や OA 教室の使用状況などをふまえながら、特にどの点に着目して授業

を進めるのか、ならびにどのような方法によって行うのかに違いがあることを想定している

ためである。

　以上、「スタディスキルを身につける」は、大学での学びにおける 5 つ（「調べる」「読む」

「まとめる」「書く」「発表する」）と 2 つ（「聴く」「議論する」）のスタディスキルの修得を

主たる目的とする科目であるといえる。また、それに加えて、この科目は新入生のドロップ

アウトを防ぐという役割を担っているところにも特徴がある。これは大学内にほとんど顔見

知りのいない新入生が同学年の学生と知り合うことを通して、スムーズに大学生活に馴染む

ことができるようにするための配慮であるといえる。

　このことをふまえ、この「スタディスキルを身につける」では、①与えられた時間で課題

をやり遂げ、その成果を自覚してもらうこと、②レポート作成やゼミ発表で必要となるスキ

ルを一通り体験してもらうこと、③他者と協働して一つの課題に取り組む体験をしてもらう

こと、④顔見知りや友人をつくる場としても機能させること、の 4 点を授業内容に盛り込む

ことを考えた。そして、情報検索、資料作成、レポート作成では、レポートや論文の作成を

念頭において可能な限り ICT を使用するような授業内容にするとともに、情報やデータの適

切な使用についても教示するよう配慮した。

（2）授業内容およびスケジュール

　私は「スタディスキルを身につける」を2010年から2013年度まで担当した。先述のとおり、

授業概要と到達目標は各教員で同じものを共有した。そのうえで、具体的な授業計画は先述

のような理由から各々の教員で作成した。私の場合は、要約すると第 1 回：オリエンテーシ

ョン、第 2 ～ 5 回：ガイダンス等、第 6 ～13回：グループによる資料作成および発表、第14・

15回：レポートの作成およびまとめ、とした。そして、詳細な授業内容は、図書館ガイダン

スや OA 教室の使用などについて他のクラスと日程を調整した後に、初回授業時に改めて提

示することとした。スケジュールと内容は年度ごとに見直しを行ったが、年度を重ねるにつ

れて概ね固まっていった3 ）。
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　2013年度の内容は、資料 1 ならびに表 1 のとおりである。内容は、①個人による学習（講

義の聞き方とレポート作成）と②グループによる協働学習（グループ作業とプレゼンテーシ

ョン）の大きく 2 つに分けて計画した。以下、主な内容を取り上げて述べる。

　初回の自己紹介ではスタディスキル全体を意識してもらうために、自分に関する情報を紙

に列挙してもらい、取捨選択を行ったうえで自己紹介用のメッセージにまとめて発表しても

らった。

表 1 ：「スタディスキルを身につける」（窄山担当）授業スケジュール（2013年度版）

テーマ
1 オリエンテーション：自己紹介
2 講義「大学生（として）の学び方」
3 講義「ノートの必要性」／ IT センター利用申請（Web）指示
4 【図書館利用】KOALA ガイダンス／書評4 ）課題の提示
5 【OA 教室利用】課題①資料検索／課題②ミニレポート作成
6 課題①コミュニケーション演習／課題②関心をもっているテーマの提出
7 発表のグルーピングとテーマの決定／ミニレポート返却
8 グループ作業：テーマと結論（主張）の確認／「今後の予定」の説明
9 【OA 教室利用】グループ作業：インターネットなどによる資料収集
10 【OA 教室利用】グループ作業：（配布）資料作成／引用の説明
11 【OA 教室利用】グループ作業：グループ内での確認と修正作業
12 グループ発表と質疑、議論
13 グループ発表と質疑、議論
14 【OA 教室利用】レポート作成（ 2 ,000～ 2 ,400字）
15 模擬討論／課題レポートと書評の提出

出所：筆者作成

資料 1 ：「スタディスキルを身につける」内容（概要）
出所：筆者作成
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　 2 ・ 3 回目は講義の形態によって、聴くこと（ノートを作ることを含む）の重要性を意識

してもらった。内容は①大学生として学んでいくうえで知っておくべきことがら（単位や評

価方法など）を、「大学要覧」や「人間健康学部新入生のためのガイドブック」を参考に説明

し、時間の使い方の重要性と結果の自己責任について自覚するよう促した。②レポート・論

文は他人に読んでもらうものであることから、作成の際には収集した情報や自分の考えを再

構成する必要があること、加えてその作業を行うためには自分のノートを持つことが有用で

あることを説明した。また、 5 回目にはノートテイキングをテーマにミニレポートを作成し

てもらう旨を伝えた。

　 5 回目では、 2 ・ 3 回目で伝えておいたミニレポートの作成に取り組んでもらい、レポー

ト作成時におけるノートの重要性や事前準備の必要性を意識してもらった。なお、このレポ

ートは 7 回目の授業時に、書き方の基本ルールなどについてコメントを付して返却した。

　 7 回目以降は、受講生の関心ごとに基づいてグルーピングを行い、グループとして一つの

発表を計画してもらった。関心ごとに基づいてグルーピングを行ったのは、受講生の課題に

対する動機づけを考えてのことである。また、グループとしてテーマを一つに絞り、その結

論を考えてもらうとともに、メンバーにはそのテーマを細分化してサブテーマを作り、それ

を分担するよう指示した。これは、グループのテーマとメンバー間のテーマの関連性を意識

することを通して、共同研究（分担研究）の基本的な形態を体験してもらうためである。

　12・13回目はグループごとのプレゼンテーションを課題とした。プレゼンテーションでは

メンバーそれぞれがプレゼンテーションソフトを使用しながら発表することを義務づけた。

聴いているものを意識して発表してもらうことで、改めてプレゼンテーションのむずかしさ

を体験してもらうとともに、発表について注意していきたい点を考えてもらった。

　なお、6 ・15回目は議論におけるコミュニケーションをテーマに課題に取り組んでもらい、

結論とその理由の関係、質疑応答の仕方や異なる意見のまとめ方などについて考えてもらっ

た。特に15回目では「コピペ」の是非をテーマに模擬的に議論してもらった。

3 ．ICT の活用
　ICT の使用はスタディスキルを体験する際の重要な事項である。また、新入生には初期の

段階で図書館の蔵書検索や大学メール、Z ドライブなど学内外のネットワークを一度使用し

てもらうことも重要であると考える。受講生にはワープロソフトの使い方に精通していない

ものやプレゼンテーションソフトをほとんど使用したことがないというものもいることが確

認できた。そのため、基本的なことではあるが、① ICT を使用して一定の資料収集を行い、

そのうえでワープロソフトによってレポートを作成すること、加えて、②プレゼンテーショ

ンソフトで発表用資料を作ること、の 2 点を授業内容に盛り込むことにした。

　ICT 使用と授業内容の関連は以下のとおりである。クラスでは特別な機器やソフトを使用

して授業を行うのではなく、ワープロソフトとプレゼンテーションソフトに関する基本的な
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ことがらについて、発表資料やレポートの作成を通して修得してもらうことを目標とした。

以下、ICT と関連する内容について取り上げて述べる。（表 2 参照）

　まず、3 回目の講義では、大学外のネットワークを使用するために「IT センター利用申請

（Web）」を受講者各自で行うよう指示しておいた。これは、OA 教室の利用申込みを一度体

験しておいてもらうことを考慮してのことである。

　 4 回目の内容は図書館利用ガイダンスである。ここでは蔵書の検索方法を学んでもらうこ

とが主たる目的である。言うまでもなく、大学図書館が所有する書誌情報を蔵書検索システ

ムによって収集し、その情報を活用することは学習を進めるうえで身につけておきたい事項

である。

　 5 回目は OA 教室での演習とした。利用申請を事前に済ましていることを前提に、学内外

のホームページを閲覧して必要な情報を収集していく課題に取り組んでもらった。内容は蔵

書検索システム（KOALA）によって蔵書を検索したり、官公庁のホームページを閲覧する

などして、指示された情報を収集するというものであり、所要時間は20分程度とした（資料

2 参照）。

　また、この回はノートテイキングをテーマとしたミニレポートを作成してもらった（資料

3 参照）。ここでの目的は 2 つである。一つはワープロソフトの書式設定の方法や書き方の基

本ルール、レポートの基本形式、データの保存手順（Z ドライブの使用）などを確認しても

らうことである。特に書式を40行に設定することは、ページレイアウトのタグをクリックし

てページ設定を開く作業があるため、その際には余白の設定についても確認してもらった。

今一つは、授業時間内にレポートを作成してもらうことを通して、その場でいざ書こうとし

ても文章にするのは容易ではないことに改めて気づいてもらうことである。レポート作成は

予告してあるのでノートを持参するなどの準備をしている受講生もいたが、その場合でも思

いつくままに書いたものと構成を考えて書いたものでは違いがあることを知ってもらった。

そして、600～800字であっても事前に書く内容を準備しておくことが重要であることに気づ

表 2 ：「スタディスキルを身につける」（窄山担当）における ICT の使用（2013年度版）

授業形態 ICT の使用内容
3 講 義 IT センター利用申請（Web）指示
4 講 義 蔵書検索システム（KOALA）の使用ガイダンス
5 個 人 作 業 ①インターネットによる基礎的資料検索　②ミニレポート作成
8 グループ作業 テーマ、個々の進行状況の共有、調整
9 グループ作業 インターネットなどによる発表用の基礎資料の収集
10 グループ作業 プレゼンテーションソフトによる資料作成
11 グループ作業 各自の発表内容の確認と調整
12 グループ報告 プレゼンテーション
13 グループ報告 プレゼンテーション
14 個 人 作 業 レポート作成

 出所：筆者作成
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資料 2 ：ネットワークの利用時に使用した課題例
出所：筆者作成

資料 3 ：受講生に示したミニレポートの課題内容
出所；筆者作成
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いてもらうための機会とした。

　 8 回から12回はグループによる発表資料の作成準備とした。ここでは OA 教室でパソコン

を前にグループで話し合いながら作業してもらうことを基本とした。グループのテーマと自

分の担当するテーマを行き来しつつ、自分のテーマに関する資料を関連サイトなどから収集

して資料を作成することが課題となるが、その際に提示資料と配布資料の区別、必要であれ

ば読み原稿の作成にも取り組んでもらった。また、発表用の資料は複数の資料を用いて作成

することや、引用する場合には出所を必ず明示するなどの注意を与えた。加えて、提示資料

を作成する際には、モニター上で見る場合とスクリーン上で見る場合で文字の印象が異なる

ことを考慮に入れて、資料を見る側の立場に立って文字の大きさや色などにも気を配るよう

指示した（資料 4 参照）。

資料 4 ：作成資料のレイアウト（例示）の提示
出所：筆者作成
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　14回目は授業内容全体を通してのレポート作成とした。テーマは「スタディスキルを身に

つける」であり、授業での体験をふりかえりながら、その意味について考察することを課題

とした。授業時間内に仕上がれば提出してもらい、できなければ次週までの課題とした。 4

回目での経験で学んだ受講生は書くべき内容を事前に準備してきており、入力作業もスムー

ズであることが見てとれた。

　なお、授業後半のグループ作業開始時には、今後の発表やレポート作成にあたっての注意

点をまとめ、受講者に配布した（資料 5 参照）。

資料 5 ：配布プリント（今後の予定）
出所：筆者作成



－ 25 －

関西大学 IT センター年報 第 4 号（2013）

4 ．受講生の感想ならびにそれに対するコメント
　ICT の使用について受講生の感想を、特に初年次教育との関連で 2 点取り上げる。

　「スタディスキルを身につける」という科目については、多くの受講生が授業を受けるまで

どのような授業であるかを想像できなかったと振り返っていた。初年次教育の趣旨からする

と、この時点からの ICT の活用についても考える必要があるといえる。授業において、イン

フォメーションで確認できるシラバスにその授業内容が書かれていることを説明し、またシ

ラバスにある 5 つのスキルの内容や演習という授業形態、評価方法などを説明することで、

この科目の持つ意義や内容を理解することができたと書いてくれた受講生がいた。自分が受

講したい、あるいはしようとする科目がどのような内容であるかは、先輩学生などからの情

報だけでなく、シラバスを通して知ることができるということを学んだのではないかと考える。

　次に、自分の関心ごとに基づいてグループを作り、一つのテーマについてプレゼンテーシ

ョンソフトを使用して資料を作成し発表するという体験は、これまであまり経験したことが

なく、勉強になったとの感想が見られた。特に、各メンバーのテーマや発表順を確認し合い、

聴き手を意識しながら資料を作成し、質問を想定して発表の準備をするなどの作業を、グル

ープで期日に間に合うように行うことは貴重な体験であったと振り返っていた。自分がメン

バーの一人であることを意識し、責任を果たすことの大切さを感じることができたとのこと

であった。また、授業時間内に OA 教室を使用して作業することでお互いの進捗状況が確認

できたとともに、ソフトなどの使い方や保存方法についても知っていることをお互いに共有

できたとのことであった。さらに、プレゼンテーションソフトによる資料作成では、文字の

大きさや色合い、アニメーションやイラスト、図表の挿入などについて、発表を聴いてくれ

る人を意識して考えることができてよかったとのことであった。

　こうした感想をふまえると、担当時に考えた目的はある程度達成できたのではないかと考

える。

5 ．今後の課題─ICT の使用との関連から─
　初年次教育における ICT の使用について、今後の課題として 3 点あげておきたい。それら

は内容、方法、目標の観点から、⑴クラス内での習熟度別指導内容の検討、⑵ ICT を活用し

た教育方法のさらなる検討、⑶テーマづくりに向けて、である。

⑴　クラス内での習熟度別指導内容の検討

　当然であるが、受講生の ICT に関する知識や利用経験は一様ではない。例えば、プレゼン

テーションソフトをほとんど使用したことがないものがクラスには少なからずいた。知識や

利用経験の違いは、授業を進めていくうえで考慮しておかなければならないと考える。

　社会福祉相談援助の観点に立てば、受講生の個別性を重視し、その受講生に合わせた指導

が求められるとともに、同様にクラスを視野に入れた指導に配慮する必要がある。対策とし
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て、グループの指導であっても個別にコメントするとともに、グループ作業では互いに発表

内容を確認しあうよう教示することで、グループ活動に対する受講生一人ひとりの動機づけ

の向上にも配慮したところである。

　しかしながら、個々の受講生に着目すれば、授業内容をむずかしいと感じるものとやさし

いと感じるものがいる。特に習熟度の高いものは時間を持て余す場合も見受けられたことか

ら、その際には難易度を高めて指示をするなど個別に配慮したが、それでも物足らない内容

になっているのではないかと感じた。

　この点は初年次教育や ICT の活用に限ったことではないが、初年次教育であるがゆえのド

ロップアウト防止を考えた場合、集団における個別指導は学びに対する意欲・態度、学力、

ICT の利用経験などを念頭において、引き続き検討していくことが求められると考える。

⑵　ICT を活用した教育方法のさらなる検討

　初年次教育との関連で言えば、基本的なスタディスキルを修得するという目的に照らして、

ICT をどのように授業に盛り込んでいくのか、また盛り込んでいくことができるのかは重要

な課題であるといえる。授業で ICTの機器を活用する場合はそれをどう使うかに気を配った。

例えば、授業内で資料やレポートを作成する際に、受講者の作業中の画面をモニターして随

時コメントすることは可能であったが、受講者からはすぐに気づき修正することができると

いう感想がある一方で、プレッシャーを感じるとの感想もあった。機器を使用して何らかの

教示をするにしても、その具体的な方法については受講者一人ひとりの状況に留意する必要

があると感じた。

　また、モバイルや学習支援モジュールの活用、表計算ソフトや統計処理ソフトの使用など、

種々のハードやソフトを活用した教育方法についても考えていく必要がある。この点は報告

されたものがあることから、私のように ICT に関する専門的知識が乏しいものでも活用しう

る方法を、これらの報告に学びながら考えていくことも課題であると感じる。

⑶　テーマづくりに向けて

　卒業論文の作成を見据えた場合、テーマづくりについては早い時期に理解しておく方がよ

いように感じられた。自分の関心ごとをテーマに仕上げていく場合、焦点としての対象とそ

の対象をとらえるための視点を決めることが必要になるが、そのことに気づくためにはテー

マづくりを学習しておくことが重要であると考える。

　「スタディスキルを身につける」では、「テーマについて自分の考え（主張）を明確にし、

資料を適切に使用してそれを他者に説明する」という基本的なスタイルを理解するとともに、

そのためのスキルを修得し、今後の学習に活かしていくことが目標となる。先述のとおり、

授業ではグルーピングを行うために受講生に関心ごとを書いてもらったが、例をあげると「サ

ッカー」「野球」や「トレーニング方法」など大きな内容を書いているものが見受けられた。
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グルーピングは関心の近いものが同じグループになるように配慮したが、その後の作業で自

分のテーマに関連する資料の多さや他のメンバーのテーマとの調整のむずかしさに気づき、

対象の限定と視点の明確化に必然的に取り組むことになる。特に ICT による情報収集は自分

のテーマが大きすぎることを意識する機会となる。ネット上にある多様な情報を見ることで、

改めて自分の言いたいことがどのようなことで、限られた時間でそれを言うためにどのよう

な情報を選択し、またそれをどのようにまとめていくのかを考える機会になるためである。

さらには、自分のテーマがグループ全体の発表の中で適切なものであったかどうかについて

もプレゼンテーションを通して自分なりに評価することになる。

　このことをふまえると、スタディスキルの修得に繰り返し取り組んでいくことが、自分の

関心を掘り下げて具体的なテーマにまとめる練習になるとともに、レポートの作成において

も「コピペ」を無造作に繰り返すのではなく、自分の主張との関連において引用しなければ

ならない理由を考えていくことにつながると考える。

　テーマづくりは自分の関心ごとを整理し、形にしていくという楽しみがある。一方で、自

分の関心ごとを明確にしていく作業は試行錯誤の繰り返しでもある。ICT を使用することで

この試行錯誤を効果的に体験できるような内容を検討することは、初年次教育以降の演習内

容を考えていくうえでも意味のあることではないかと感じた。その意味では、この課題はス

タディスキルの発展的な課題としてとらえることができるように思われる。

6 ．おわりに
　「スタディスキルを身につける」における ICT の使用では、そのための知識や技術の修得

が目標となるのではなく、学習や研究を進めていくうえでこれを効果的に活用できるように

なることが目標になると考える。言い換えれば、ワープロソフトを使えるようになるための

知識や技術を修得することが課題ではなく、例えば指示された内容に基づいてレポートを作

成するために、そのソフトを使用できるようになることが課題となる。そのため、「スタディ

スキルを身につける」では新入生の大学での生活ならびに学習支援を目的として、また ICT

の使用についても多くの学生が日常的に使用できる範囲を念頭において、授業を計画するよ

う努めたところであるが、同時にいくつかの課題にも気づくことができた。これらについて

は今後も検討していきたい。

　最後に、冒頭で述べたように、本稿は初年次教育である「スタディスキルを身につける」

での ICT の使用例の一つとして報告したものであることをご理解いただきたいと思う。

注）

1 ． 関西大学人間健康学部は、「『こころ』『からだ』『くらし』を総合的にとらえ、健やかでおおらか

な生き方をめざす教育と研究を行う」ことを目的として、2010年 4 月に開設された。この学部で

は、これら「 3 つの事象を『人間が幸福であること』を指標として、どのようにすれば、より高
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みにもっていくことができるかを考えることを眼目」とし、「人間が幸福であること＝健やかで

おおらかに生きること」を実現する知恵や技法を考えるため、「スポーツと健康コース」「福祉と

健康コース」の 2 コースにおいて、「人間の健康に関する学際的な学びを提供している。詳細は

学部オリジナルサイトを参照のこと。

2 ． 情報通信に係る用語として、ICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）

と IT（情報技術：Information Technology）があるが、本稿ではこれらを同義語としてとらえ、

表記上は ICT を使用した。

3 ． 授業内容を考えるに際して、また本稿を執筆するに際していくつかの文献を参照した。例えば、

スタディスキルを含む初年次教育関連では中澤・森・本村（2007）、初年次教育テキスト編集委

員会（2009）、世界思想社編集部（2011）、山田・林（2011）、関西学院大学総合政策学部（2012）

などを、論文の書き方では白井・高橋（2008）、小笠原（2009）、戸田山（2012）などを、また

ICT の活用では本村（2009）、山本・岩﨑（2012）、岩﨑・山本（2013）などを参考とした。本

稿は実践報告ではあるがこれらの文献を引用・参考文献に記載しておきたい。

4 ． この書評は人間健康学部が取り組んでいる「21世紀教養プロジェクト」のブックレビュー・コン

テストとリンクしている。このコンテストは、21世紀の新しい社会を担うための教養を身につけ

るというプロジェクトの目的のもと、プロジェクトの推薦図書から 1 冊を選び、ブックレビュー

（書評）をまとめてもらうというものである。
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学生アンケート報告

関西大学学部生を対象とした ICT（情報通信技術）環境の実態調査

調査概要

1　調査目的

　本調査は、関西大学の調査時点現在における ICT（情報通信技術）環境を学部学生がどの

ように思っているのかを把握し、さらなる学習支援、利便性の向上、今後のサービス向上に

資するために実施した。

2　調査項目

⑴　学生のデバイスおよびソフトウェアの所有実態

⑵　大学におけるデバイスの利用形態

⑶　IT センターが提供するサービスの認知・利用度

⑷　学生の学習に対する態度

⑸　回答者の基本属性

3　調査対象

⑴　母集団　　2013年 6 月 1 日現在における関西大学在籍学部生計28,325名

⑵　計画標本　2,000名

4　調査時期

　2013年 6 月26日㈬～ 7 月13日㈯

5　標本抽出法

　今回の調査における標本は、層化確率比例無作為系統抽出法によって抽出した。

　まず、第 1 段（クラスター）として、クラス制必修科目（クラス制必修科目がない場合は、

当該学年・学部において大多数の学生が履修登録している科目を代用した）を無作為に100科

目抽出した。具体的には、母集団28,325名から系統無作為抽出により学部生100名を抽出し、

それらの学生が履修登録しているクラス制必修科目（クラス制必修科目がない場合は、当該
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学年・学部において大多数の学生が履修登録している科目）を調査対象科目とした。

　次に、調査対象科目として選定された100科目の各履修者全員を調査対象者として、調査へ

の協力を依頼した。実査完了後、調査への協力の有無を問わず、調査対象科目の履修者数に

比例する形で最終的な標本を事後的に無作為抽出した。その結果として抽出された学部生

2,000名を第 2 段（標本）とした。

　なお、母集団の学部別在籍者数ならびに各学部内での男女比に応じて、計画標本数（抽出

すべき標本数）を表 1 の「計画標本」欄のとおりに割り当てた。

表 1 　母集団・計画標本・回収票本の規模（単位：人）

学　　部
母集団 計画標本 回収票本

男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計
法 学 部 1,909 1,192 3,101 142 82 224 19 21 40
文 学 部 1,132 2,249 3,381 88 175 263 4 13 17
経 済 学 部 2,233 829 3,062 160 59 219 33 19 52
商 学 部 1,811 1,273 3,084 130 86 216 19 25 44
社 会 学 部 1,414 2,010 3,424 106 145 251 16 49 65
政 策 創 造 学 部 745 796 1,541 55 55 110 25 33 58
外 国 語 学 部 251 504 755 16 34 50 6 6 12
人 間 健 康 学 部 848 569 1,417 46 32 78 13 9 22
総 合 情 報 学 部 1,434 769 2,203 102 57 159 13 10 23
社 会 安 全 学 部 751 328 1,079 41 17 58 14 9 23
シ ス テ ム 理 工 学 部 2,158 121 2,279 150 9 159 24 4 28
環 境 都 市 工 学 部 1,217 238 1,455 86 16 102 21 7 28
化 学 生 命 工 学 部 1,142 396 1,538 81 28 109 26 13 39
工学部（2006年度以前入学生） 6 0 6 2 0 2

合　　計 17,051 11,274 28,325 1,205 795 2,000 233 218 451
注）調査時点で公表されていた2013年度関西大学学部在籍者数に基づく。

6　調査方法

　今回の調査は、関西大学インフォメーションシステムの「申請・アンケートシステム」を

利用したWeb 調査である。関西大学インフォメーションシステムは、個々人に与えられた

IDとパスワードによってログインするシステムであり、調査対象者のみが調査に回答したこ

とになる。

　前述の手順で抽出された各科目の履修者全員に対して、インフォメーションシステムのア

ンケート機能を利用して調査に回答するよう各科目担当教員から伝達してもらった。なお、

調査票へのアクセスは、履修登録情報に基づき、当該科目の履修者のみに限定したので、履

修者以外の者が調査に回答することはなかった。また、同一学生が複数の授業で調査対象者

として抽出された場合も、重複回答することはなく、回答は 1 回のみとなるようにした。

7　回収状況

　有効回収された調査票は、451票であり、有効回収率は、22.6％にとどまった。
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　回収率が低くなった理由としては、⑴インフォメーションシステムにわざわざアクセスし

ないと回答できない方式であったこと、⑵調査への協力の誘因が乏しかったこと、以上 2 点

が考えられる。

　第 1 点については、印刷された調査票を授業中に担当教員から配付してもらい、授業中に

回収すれば、回収率が向上すると思われるが、そのためには、調査票の印刷経費を確保する

必要があり、また、教学上の措置も必要となる。今回の調査では、時間的・手続き的にこれ

らの点を解決できなかった。

　第 2 点については、当初の計画では、調査に回答した者に IT センターにおける印刷ポイ

ント（ITセンターのプリンターを利用して印刷するためのポイント）を付与することで調査

への協力の誘因とすることが考えられたが、調査対象者となった学生とそれ以外の学生の間

で不公平が生じるとの理由から見送られた。ただし、調査対象者となった学生は、対象者と

ならなかった学生と比較して、調査に協力するというコストを負担するわけであるから、調

査対象学生のみに誘因を与えても不公平とは言えないだろう。しかし、今回の調査では、こ

の点に関する学内での理解が得られなかった。

　これらの点については、今後、もし同種の調査を再び実施する機会があれば、回収率の向

上のために、前向きに検討する価値があるのではないかと考えられる。

8　回収標本の代表性

　今回の調査は、前述のとおり回収率が低いため、標本が母集団を代表していると言えるの

かを確認する必要がある。ここでは、男女比ならびに学部構成比に着目して検討することに

したい。

　表 1 から、母集団・計画標本・回収票本の男女比を求め、今回の調査における回収票本が

母集団をどの程度まで代表しているのかを把握するために作成したのが表 2 である。

　表 2 から明らかなとおり、回収標本は、母集団と比較して若干女性が多い。層化 2 段無作

為抽出で回収標本451のとき母比率が39.7％の場合、信頼度95％で標本誤差の最大値は±7.7

％と計算されるため、性別に関して偏りなく回収できれば、回収標本における女性比率は、

32.0～47.7％の範囲内に収まるはずである。しかし、現実の回収標本における女性比率は

48.3％となったのであるから、母集団における女性比率と比較して確かに女性の回答が若干

多かったと言える。だが、多いといっても、誤差の範囲を僅か0.6％ポイント上回ったに過ぎ

ない。

表 2 　母集団・計画標本・回収標本の男女比（単位：％）

性　別 母集団 計画標本 回収標本
男 　 性  60.3  60.3  51.7
女 　 性  39.7  39.7  48.3
合　　計 100.0 100.0 100.0
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　同様に表 1 から、母集団・計画標本・回収票本の男女別学部構成比を求め、母集団のそれ

と比較したのが表 3 である。

　今回の調査における回収標本の学部構成比は、政策創造学部の回収率が男女ともに比較的

高く（代表性が若干過大）、文学部の回収率が男女ともに低かった（代表性が若干過小）こと

を除けば、概ね母集団の学部構成比と同様となっている。

　以上から、今回の調査結果に基づいて関西大学の学部生の ICTに関する状況を把握するこ

とは、概ね妥当であると判断する。

表 3 　母集団・計画標本・回収標本の男女別学部構成比（単位：％）

学　　部
男　性 女　性 合　計

母集団 計画標本 回収票本 母集団 計画標本 回収票本 母集団 計画標本 回収票本
法 学 部 11.7 11.8 8.2 10.3 10.3 9.6 11.2 11.2 8.9
文 学 部 7.3 7.3 1.7 22.1 22.0 6.0 13.2 13.2 3.8
経 済 学 部 13.2 13.3 14.2 7.4 7.4 8.7 10.9 11.0 11.5
商 学 部 10.8 10.8 8.2 10.8 10.8 11.5 10.8 10.8 9.8
社 会 学 部 8.8 8.8 6.9 18.3 18.2 22.5 12.5 12.6 14.4
政 策 創 造 学 部 4.5 4.6 10.7 7.0 6.9 15.1 5.5 5.5 12.9
外 国 語 学 部 1.3 1.3 2.6 4.4 4.3 2.8 2.5 2.5 2.7
人 間 健 康 学 部 3.8 3.8 5.6 4.0 4.0 4.1 3.9 3.9 4.9
総 合 情 報 学 部 8.5 8.5 5.6 7.1 7.2 4.6 8.0 8.0 5.1
社 会 安 全 学 部 3.4 3.4 6.0 2.1 2.1 4.1 2.9 2.9 5.1
システム理工学部 12.5 12.4 10.3 1.1 1.1 1.8 8.0 8.0 6.2
環 境 都 市 工 学 部 7.2 7.1 9.0 2.0 2.0 3.2 5.1 5.1 6.2
化 学 生 命 工 学 部 6.8 6.7 11.2 3.5 3.5 6.0 5.5 5.5 8.6
工学部（2006年度以前入学生） 0.2 0.2 0.0 0.0 0.1 0.1

合　　計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
注 1 ）ゴシック体太字は母集団の構成比に対して過大、斜体太字は過小であることを示す。
注 2 ）2006年度以前入学の工学部生は、母集団自体が小さいため、調査依頼を割愛した。

9　標本誤差

　この調査は標本調査であるため、母集団（2013年 6 月現在の関西大学学部生約28,000名）

の状態を推定するには、標本誤差を考慮に入れる必要がある。標本誤差の推定値は、標本数

と標本比率によって算出することが可能である。母比率（母集団における比率）は、標本比

率－標本誤差≦母比率≦標本比率＋標本誤差の範囲内に存在すると推計できる。

　今回の調査における性別・学年別・学部別の回収標本数を層化 2 段無作為抽出の場合に標

本誤差を推計する式に当てはめた結果は、表 4 のとおりである。表 4 から明らかなとおり、

標本数が少ないと、標本誤差は大きくなるため、調査結果の標本比率を解釈する際には注意

が必要となる。

　標本誤差の早見表の使い方は、以下のとおりである。

　たとえば、今回の調査における問 1 への回答から、ノート PC を所有している関西大学学

部生は、全体で76％に達していることが判明した。表 4 から、76％に近い比率として標本比
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率75％を選び、その「全体」欄の標本誤差を見ると±6.8であることがわかる。よって、関西

大学の学部生全体におけるノート PC 所有率は、76±6.8％程度、すなわち69.2％≦ノート

PC 所有率≦82.8％程度であるだろうと推計することができる。

　また、問 3 への回答から、ノート PC を大学に「まったく持ってこない」者は、女性の方

が男性より11ポイント多いという調査結果となった。表 4 を利用して、「まったく持ってこな

い」という比率の標本誤差を男女別に求めてみる。男性の「まったく持ってこない」という

回答は53％であるから、それに近い標本比率55％に着目し、「男性」欄の標本誤差を見ると±

10.9％である。同様に女性の「まったく持ってこない」という回答は64％であるから、それ

に近い標本比率65％に着目し、「女性」欄の標本誤差を見ると±10.8％である。したがって、

標本誤差を考慮しても、女性の方が男性よりノートPCを大学に「まったく持ってこない」と

いうことがわかる。

　以下の各頁で報告される調査結果を解釈する際には、表 4 を参考としていただきたい。

表 4 　標本誤差（±ε％）の早見表（信頼度95％）

 標本比率

標本数（人）

1％／
または
99％

5 ％／
または
95％

10％／
または
90％

15％／
または
85％

20％／
または
80％

25％／
または
75％

30％／
または
70％

35％／
または
65％

40％／
または
60％

45％／
または
55％

50％

全 体 451 1.6 3.4 4.7 5.6 6.3 6.8 7.2 7.5 7.7 7.8 7.8

性
別
男 性 233 2.2 4.8 6.5 7.8 8.7 9.5 10.0 10.4 10.7 10.9 10.9
女 性 218 2.2 4.9 6.8 8.1 9.0 9.8 10.3 10.8 11.1 11.2 11.3

学　

年　

別

1  年 生 202 2.3 5.1 7.0 8.4 9.4 10.2 10.7 11.2 11.5 11.7 11.7
2  年 生 126 3.0 6.5 8.9 10.6 11.9 12.9 13.6 14.2 14.5 14.8 14.8
3  年 生 72 3.9 8.6 11.8 14.0 15.7 17.0 18.0 18.7 19.2 19.5 19.6
4 年 生 以 上 49 4.7 10.4 14.3 17.0 19.0 20.6 21.8 22.7 23.3 23.7 23.8
そ の 他 2 23.4 51.3 70.7 84.1 94.2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

学　
　
　

部　
　
　

別

法 学 部 40 5.2 11.5 15.8 18.8 21.1 22.8 24.1 25.1 25.8 26.2 26.3
文 学 部 17 8.0 17.6 24.2 28.9 32.3 35.0 37.0 38.5 39.6 40.2 40.4
経 済 学 部 52 4.6 10.1 13.9 16.5 18.5 20.0 21.2 22.0 22.6 23.0 23.1
商 学 部 44 5.0 10.9 15.1 17.9 20.1 21.8 23.0 24.0 24.6 25.0 25.1
社 会 学 部 65 4.1 9.0 12.4 14.8 16.5 17.9 18.9 19.7 20.2 20.6 20.7
政策創造学部 58 4.4 9.5 13.1 15.6 17.5 18.9 20.0 20.9 21.4 21.8 21.9
外 国 語 学 部 12 9.6 21.0 28.9 34.3 38.5 41.7 44.1 45.9 47.1 47.9 48.1
人間健康学部 22 7.1 15.5 21.3 25.4 28.4 30.8 32.6 33.9 34.8 35.3 35.5
総合情報学部 23 6.9 15.1 20.8 24.8 27.8 30.1 31.8 33.1 34.0 34.6 34.7
社会安全学部 23 6.9 15.1 20.8 24.8 27.8 30.1 31.8 33.1 34.0 34.6 34.7
システム理工学部 28 6.3 13.7 18.9 22.5 25.2 27.3 28.9 30.0 30.8 31.3 31.5
環境都市工学部 28 6.3 13.7 18.9 22.5 25.2 27.3 28.9 30.0 30.8 31.3 31.5
化学生命工学部 39 5.3 11.6 16.0 19.1 21.3 23.1 24.5 25.4 26.1 26.5 26.7

注）この表の数値は、 nn
p(1－p) p(1－p)－1.96 ≦ε≦1.96 によって算出された比率の標本誤差（ε）の絶対値の最大値を1.7倍した

値であり、小数点以下第 2位を切り上げた結果である（層化 2段無作為抽出の標本誤差は、単純無作為抽出の標本誤
差の約1.7倍であるため）。ただし、nは標本数、pは標本比率（50％ならば p＝0.5）。
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PC 1 　はじめに、あなたのパソコン利用形態についてお尋ねします。

【Q 1 】　あなたは、パソコンを持っていますか。

1 ．デスクトップ・パソコンだけを持っている　→　【Q 2 】へ

2 ．ノートブック・パソコンだけを持っている　→　【Q 2 】へ

3 ．ノートブックとデスクトップのパソコン両方を持っている　→　【Q 2 】へ

4 ．パソコンを持っていない　→　【Q 4 】へ

【回答結果】

　回答者の91％が PC を所有している。また全体の76％がノート PC を所有している。この

傾向は、性別・学年別・学部別で大きく変わることはない。

図表 1 - 1 　パソコン所有状況
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【説　　明】

　BYOD（Bring Your Own Device：学生の私物パソコンの授業利用）環境構築に向けて、

何らかの手当が必要となる学生は、ノート PC を所有していない24％程度になることがわか

った。
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【Q 2 】　あなたが持っているパソコンは、次のどれですか。【複数選択可】

1 ．Windows（W）

2 ．Mac（M）

3 ．その他の OS（他）

図表 1 - 2 - 2 　所有するパソコンの種類

（人）
W

（％）
W＋M
（％）

M
（％）

W＋M＋他
（％）

他
（％）

W＋他
（％） 無回答

全 体 406 96.1 2 0.7 0.5 0.2 0.2 0.2

男 性 219 95.9 1.8 0.9 0.9 0.0 0.5 0.0
女 性 193 93.3 2.1 3.6 0.0 0.5 0.0 0.5

1 年 生 176 96.6 1.1 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0
2 年 生 116 95.7 2.6 0.9 0.0 0.0 0.0 0.9
3 年 生 70 87.1 4.3 5.7 0.0 1.4 1.4 0.0
4 年 生 以 上 48 95.8 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0
そ の 他 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

法 学 部 36 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
文 学 部 13 92.3 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
経 済 学 部 48 93.8 0.0 2.1 0.0 0.0 2.1 2.1
商 学 部 39 92.3 5.1 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0
社 会 学 部 57 98.2 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0
政 策 創 造 学 部 57 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
外 国 語 学 部 11 90.9 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0
人 間 健 康 学 部 18 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
総 合 情 報 学 部 23 73.9 13 13 0.0 0.0 0.0 0.0
社 会 安 全 学 部 21 90.5 0.0 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0
システム理工学部 28 89.3 3.6 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0
環境都市工学部 24 95.8 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
化学生命工学部 37 97.3 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

図表 1 - 2 - 1 　所有するパソコンの種類（回答者全体）
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【回答結果】

　回答者の大多数がWindows パソコンを所有しており、Mac やその他の OS のパソコンは

少数である。この傾向は、性別・学年別・学部別で大きくは変わらない。

　そこで、複数選択の質問であるので、Windows、Mac、その他の OS と回答した数を単純

集計した総数を有効回答者数406で割った割合を図にしてみると、下の図表 1 - 2 - 3 のように

なる。

　図表 1 - 2 - 3 から回答者のほぼ全員（98.8％）がWindows パソコンを所有していること

がわかる。

【説　　明】

　BYOD 環境構築に向けて、OS はやはりWindows を前提にすべきであることがわかった。

Windows Mac OS
98.8% 3.2% 1.0% 0.2%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

図表 1 - 2 - 3 　所有するパソコンの種類（単純集計）
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【Q 3 】　あなたは、学期中に自分のノートブック・パソコンをどれくらい大学に持ってきま

すか。

1 ．ほぼ毎日

2 ．週に 1 ～ 2 回

3 ．月に 1 ～ 2 回

4 ．学期中に 1 ～ 2 回

5 ．まったく持ってこない　→　［SQ 3 ］へ

9 ．わからない

図表 1 - 3 - 1 　ノート PC 持参頻度
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【回答結果】

　全体では58％がノートブック・パソコンを大学に「まったく持ってこない」と回答してい

る。逆に、「ほぼ毎日」持ってくると回答した者は 5 ％に過ぎない。

　性別では、「まったく持ってこない」者は、女性の方が男性より11ポイント多い。

　学年別では、「ほぼ毎日」持ってくると答えた者の割合は、 1 ～ 3 年生では変化がないが、

4 年生になると24ポイントも増えている。また、「まったく持ってこない」と答えた者は、1

年生は71％であるが、 4 年生は11％と激減している。

　学部別では、「ほぼ毎日」持ってくると答えた者の割合は、化学生命工学部が他の学部に比

べ突出して多い（27％）。逆に、文学部、商学部、社会学部、システム理工学部は、約 7 割

が「まったく持ってこない」と回答している。

【説　　明】

　詳細については次の SQ 3 の評価で行うが、全体の約 6 割の回答者がパソコンを「まった

く持ってこない」、視点を変えれば、持って来なくても学修できるということ自体に問題がな

いのか、考える必要があるかもしれない。
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［SQ 3 ］（【Q 3 】で「まったく持ってこない」と回答した方のみ）大学にノートブック・パ

ソコンを持ってこない理由は、何ですか。（記述式回答）

図表 1 - 3 - 2 　ノート PC を持参しない理由
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【回答結果】

　Q 3 で「まったく持ってこない」と回答した者は全体で241人（58％）であったが、SQ 3

では見かけ上319人に増加している。これは、SQ 3 は記述式回答であるので、回答内容をい

くつかの種類に分類したためである。

　全体として、ノートパソコンを大学に「まったく持ってこない」理由は、「必要ないから」、

「PC教室等があるから」、「荷物になるから」の 3 つに大別することができる。なかでも、「PC

教室等があるから」と回答した者の割合が最も多い。

　性別の特徴は、男性が「必要ないから」に女性より10ポイント多く回答しており、女性は

「荷物になるから」に男性より 9 ポイント多く回答している。

　学年別では、 1 ～ 3 年生はそれぞれ「全体」と同様の傾向を示しているが、 4 年生は「必

要ないから」と回答した者の割合が他の学年の半分以下に激減し、その分「PC 教室等があ

るから」と回答した者の割合が、他の学年に比べ15ポイント以上多くなっている。

　学部別では、「必要ないから」と回答した者は、外国語学部、社会安全学部、環境都市工学

部ではゼロであり、文学部、人間健康学部でも他学部に比べて少ない値になっている。「PC

教室等があるから」と回答した者の割合の多い学部は、外国語学部、総合情報学部、社会安

全学部であり、「荷物になるから」と回答した者の割合の多い学部は、商学部、社会安全学

部、環境都市工学部である。

　ただし、今回の調査では、外国語学部、総合情報学部、環境都市工学部において、SQ 3 の

有効回答数がそれぞれ10前後しかなく、標本誤差が大きくなるため、これらの学部について

は、以下の説明においても参考程度にとどめたい。

【説　　明】

　Q 3 で、パソコンを「まったく持ってこない」と回答した者の割合が多かった、文学部、商

学部、社会学部、システム理工学部について、それぞれ個別の特徴を考察してみると、

　• 文学部では、他学部に比べ「破損が心配だから」、「ネット接続できないから」

　• 商学部では、「荷物になるから」

　• 社会学部では、「PC 教室等があるから」

　• システム理工学部では、「必要ないから」

という理由がそれぞれ多く、上で述べた、外国語学部、総合情報学部、社会安全学部では、

「PC 教室等があるから」と回答した者の割合が多いという事実を含め、これらの結果は、キ

ャンパス間の IT インフラの充実度の差と学部カリキュラムの独自性が少なからぬ要因にな

っていることが想像できる。

　なお、「荷物になるから」という理由に関して、在学生の意見を基にして大学推奨パソコン

を新入生に指定している他大学の例で、在学生からの強い要望で、パソコンが軽量であるこ

とが推奨パソコン選定時の重要な要因の 1 つになっていることを付記しておく。
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【Q 4 】　全員にお尋ねします。あなたは、自宅や大学などで次のソフトウェアを利用してい

ますか。【複数選択可】

1 ．Microsoft Word（W）

2 ．Microsoft Excel（E）

3 ．Microsoft PowerPoint（PP）

4 ．Adobe Photoshop（PS）

5 ．Adobe Illustrator（I）

9 ．当てはまるものがない（該当なし）

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%

図表 1 - 4 - 1 　利用するソフトウェア（回答者全体）



－ 45 －

関西大学 ITセンター年報 第 4 号（2013）

図表 1 - 4 - 2 　持参 PC の利用希望目的

（人）

W
＋
E
＋
PP

W
＋
E

W W
＋
PP

当
て
は
ま
る
も
の
が
な
い

W
＋
E
＋
PP
＋
PS
＋
I

W
＋
E
＋
PP
＋
PS

W
＋
E
＋
PS

W
＋
E
＋
PP
＋
I

無
回
答

E W
＋
PP
＋
I

W
＋
E
＋
PS
＋
I

W
＋
PS

W
＋
PP
＋
PS

W
＋
PS
＋
I

E
＋
PP

PP
＋
PS

（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）
全 体 451 40.8 19.7 16.0 8.2 4.4 2.9 1.6 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.4 0.4 0.4 0.2 0.2

男 性 233 39.9 24.0 13.7 5.2 6.0 3.9 1.3 1.3 0.0 0.4 0.9 1.3 0.0 0.4 0.9 0.4 0.0 0.4
女 性 218 41.7 15.1 18.3 11.5 2.8 1.8 1.8 0.5 1.8 1.4 0.5 0.0 1.4 0.5 0.0 0.5 0.5 0.0

1 年 生 202 32.2 19.3 21.8 11.4 6.4 2.0 0.5 1.0 0.0 1.0 1.5 0.0 0.5 0.0 0.5 1.0 0.5 0.5
2 年 生 126 43.7 20.6 13.5 8.7 4.8 1.6 3.2 0.0 0.0 0.8 0.0 1.6 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0
3 年 生 72 43.1 26.4 9.7 4.2 1.4 6.9 1.4 1.4 4.2 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4 年 生 以 上 49 63.3 10.2 8.2 0.0 0.0 4.1 2.0 2.0 2.0 2.0 0.0 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0
そ の 他 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

法 学 部 40 20.0 25.0 40.0 7.5 5.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
文 学 部 17 23.5 17.6 11.8 23.5 5.9 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0
経 済 学 部 52 51.9 26.9 7.7 0.0 7.7 3.8 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
商 学 部 44 59.1 11.4 9.1 15.9 2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
社 会 学 部 65 33.8 26.2 21.5 9.2 1.5 0.0 1.5 0.0 3.1 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0
政策創造学部 58 36.2 8.6 34.5 8.6 0.0 1.7 1.7 1.7 0.0 1.7 0.0 1.7 1.7 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0
外国語学部 12 50.0 8.3 8.3 25 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人間健康学部 22 45.5 18.2 4.5 18.2 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0
総合情報学部 23 43.5 26.1 4.3 4.3 0.0 17.4 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
社会安全学部 23 65.2 8.7 4.3 4.3 4.3 0.0 8.7 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
システム理工学部 28 14.3 50.0 10.7 3.6 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
環境都市工学部 28 32.1 21.4 3.6 7.1 10.7 0.0 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 0.0 3.6
化学生命工学部 39 56.4 5.1 10.3 0.0 10.3 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【回答結果】

　全体として、回答者の多数（41％）がWord、Excel、PowerPoint の 3 つを利用している。

また、Photoshop、Illustrator の利用者は、これらに比べると非常に少ない。この傾向は、性

別、学年別でも変わらない。

　学部別では、全体の傾向に比べ、

　• 法学部、システム理工学部では、PowerPoint の利用が少ない

　• 文学部、外国語学部では、Excel の利用が少ない

　• 政策創造学部では、Excel、PowerPoint の利用が少ない

　• 総合情報学部では、Photoshop、Illustrator の利用が多い

という傾向が読み取れる。

　ここで Q 2 と同様に、それぞれのソフトウェアを利用すると回答した数を単純集計した総
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数を有効回答者数451で割った割合を図にしてみると、下の図表 1 - 4 - 3 のようになる。

　図表 1 - 4 - 3 から回答者のほぼ全員（ 94％）が Word を使用しており、Photoshop、

Illustrator の利用者はWord、Excel、PowerPoint の利用者に比べ、少数であることがわか

る。

【説　　明】

　Q 1 と併せ、BYOD環境構築に向けては、Windows+Microsoft Offi  ce の環境を前提にすべ

きであることがわかった。

Word Excel PowerPoint Photoshop Illustrator

94% 68% 56% 8% 6% 4% 1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

図表 1 - 4 - 3 　利用するソフトウェア（単純集計）
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【Q 5 】　もしあなたが自分のパソコンを大学に持って来られるとしたら、何に使いたいです

か。【複数選択可】

1 ．授業の予習・復習

2 ．課題・レポートの作成等の個人作業

3 ．ゼミ・演習でのグループワーク

4 ．就職活動

9 ．当てはまるものがない

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%

図表 1 - 5 - 1 　持参 PC の利用希望目的（回答者全体）
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図表 1 - 5 - 2 　利用するソフトウェア
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1
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（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）
全 体 451 36.4 16.9 11.1 6.9 6.4 6.2 4.2 3.3 3.3 1.6 1.3 1.1 0.7 0.4 0.2

男 性 233 34.3 12.4 12.9 6.4 6.0 6.9 4.7 3.4 3.9 3.0 2.6 1.3 1.3 0.4 0.4
女 性 218 38.5 21.6 9.2 7.3 6.9 5.5 3.7 3.2 2.8 0.0 0.0 0.9 0.0 0.5 0.0

1 年 生 202 47.5 16.8 13.4 5.4 3.5 4.0 3.0 1.0 2.0 1.0 1.0 0.5 0.0 1.0 0.0
2 年 生 126 31.7 15.9 11.9 6.3 4.8 7.9 4.8 4.8 3.2 4.0 0.8 2.4 0.8 0.0 0.8
3 年 生 72 27.8 18.1 8.3 8.3 13.9 11.1 2.8 1.4 2.8 0.0 2.8 1.4 1.4 0.0 0.0
4 年 生 以 上 49 14.3 16.3 4.1 12.2 12.2 4.1 10.2 2.2 10.2 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0
そ の 他 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

法 学 部 40 27.5 17.5 17.5 12.5 5.0 5.0 0.0 2.5 7.5 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
文 学 部 17 41.2 29.4 0.0 0.0 11.8 11.8 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
経 済 学 部 52 30.8 19.2 9.6 9.6 1.9 1.9 5.8 5.8 1.9 3.8 1.9 5.8 1.9 0.0 0.0
商 学 部 44 25.0 27.3 9.1 6.8 4.5 15.9 4.5 2.3 0.0 2.3 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0
社 会 学 部 65 35.4 20.0 7.7 3.1 10.8 4.6 7.7 1.5 7.7 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0
政 策 創 造 学 部 58 36.2 25.9 5.2 8.6 8.6 5.2 0.0 5.2 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 1.7 1.7
外 国 語 学 部 12 16.7 8.3 41.7 0.0 0.0 16.7 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人 間 健 康 学 部 22 63.6 4.5 9.1 13.6 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
総 合 情 報 学 部 23 26.1 8.7 13.0 13.0 8.7 13.0 8.7 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0
社 会 安 全 学 部 23 26.1 8.7 21.7 8.7 13.0 8.7 0.0 4.3 4.3 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0
システム理工学部 28 50.0 3.6 14.3 3.6 3.6 0.0 14.3 0.0 0.0 7.1 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0
環境都市工学部 28 50.0 14.3 14.3 0.0 7.1 3.6 3.6 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0
化学生命工学部 39 48.7 7.7 7.7 5.1 2.6 5.1 2.6 7.7 7.7 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0

【回答結果】

　全体として、PC を持参した場合、「課題・レポートの作成等の個人作業」に利用したいと

いう回答者が多数（37％）を占めている。この傾向は、性別、 1 年生～ 3 年生の学年別でも

変わらない。 4 年生以上になると、目的は一様に分散している。

　学部別では、全体の傾向に比べ、

　• 商学部では、「課題・レポートの作成等の個人作業」および「ゼミ・演習でのグループワ

ーク」の割合が多い

　• 外国語学部、社会安全学部では、「授業の予習・復習」および「課題・レポートの作成等

の個人作業」の割合が多い
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という傾向が読み取れる。

　ここで Q 2 、Q 4 と同様に、それぞれの利用希望目的を回答した数を単純集計した総数を

有効回答者数451で割った割合を図にしてみると、下の図表 1 - 5 - 3 のようになる。

　図表 1 - 5 - 3 から回答者の大多数（88.5％）が「課題・レポートの作成等の個人作業」に

持参 PC を利用したいと回答している。

【説　　明】

　上述した、 4 年生以上になると、持参 PC を「課題・レポートの作成等の個人作業」に利

用したいという他学年の傾向と異なる傾向が現れているのは、 4 年生以上は授業の受講数が

減少するからであると考えられる。一方で、 4 年生以上でも「就職活動」と回答した者の数

が少ないのは、わざわざ大学まで PC を持参して学内で就職活動をするシチュエーションは

少ないであろうし、就活は PC ではなく、現在ではスーツと同様に就活の必需品となってい

るスマートフォンを利用することが多いからであろう。

　SQ 3 でパソコンを「まったく持ってこない」理由に、「必要ないから」と回答した者がゼ

ロであった、外国語学部、社会安全学部、環境都市工学部のうちの、外国語学部、社会安全

学部で、「授業の予習・復習」を含む持参 PCの利用希望目的の割合が多かったのは非常に興

味深い。ただし、SQ 3 で述べたように、今回の調査では、外国語学部、総合情報学部、環境

都市工学部において、SQ 3 の有効回答数がそれぞれ10前後しかなく、標本誤差が大きくなる

ため、これらの学部については、参考程度にとどめたい。

1 
2 3 

4 

27.3% 88.5% 40.6% 19.7% 4.2% 0.4%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

図表 1 - 5 - 3 　持参 PC の利用希望目的（単純集計）
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【Q 6 】　あなたの持っている携帯電話は、どれですか。【複数選択可】

1 ．ガラケー（カメラやワンセグ、音楽及び映像再生、非接触 ICなどの機能を搭載

した多機能携帯電話）

2 ．iPhone（スマホ iOS）

3 ．スマートフォン（スマホ Android）

9 ．当てはまるものがない

【回答結果】

　回答者の携帯電話所有率内訳は、iPhone が45％と最も多く、ついで Android が43％、ガ

ラケーが 9 ％の順である。また、複数台所有しているのは 2 ％であった。

図表 1 - 6 　携帯電話所有状況
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　男女間では、女性の方が iPhone の比率が 9 ポイント高く、また男性の方がガラケーの比率

が 6 ポイント高い。

　年次間では、 2 年次だけガラケーの所有率が15％と他の年次の 2 倍となっており、また

iPhone の比率がAndroid を上回っている。この点を除くと、年次を経るごとに iPhone の比

率が徐々に伸びている。

　学部間では、法学部、文学部、経済学部、社会安全学部、環境都市工学部の 5 学部を除く

8 学部では iPhone の所有率が Android の所有率を上回っている。

　なお、図表 1 - 6 では「 1 + 2 」「 1 + 3 」「 2 + 3 」の回答数が少なかったため、これらを

合算して「複数回答」として表示した。

【説　　明】

　全体的にスマートフォンの普及が進んでいる。iPhone の所有率が 2 ポイント上回っている

が、iPhone と Android の所有率はほぼ二分していることがわかる。このため、両OSへのシ

ステム対応が不可欠となろう。
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【Q 7 】　あなたが大学で携帯電話を利用する目的は何ですか。【複数選択可】

1 ．履修登録・成績表閲覧

2 ．授業に関わる資料の閲覧

3 ．就職活動（KICSS）

4 ．その他大学が提供する情報（お知らせ・休講情報など）の閲覧

9 ．当てはまるものがない

0

5

10

15

20

25 (%)

（
KICSS）

図表 1 - 7 - 1 　携帯電話の利用目的（回答者全体）
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図表 1 - 7 - 2 　携帯電話の利用目的
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（人）（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

全 体 451 21.7 18.6 16.9 12.6 8.4 4.7 3.8 3.1 2.9 1.3 1.1 1.1 0.7 0.7 0.7 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

男 性 233 19.3 18.9 18.9 15.9 5.2 6.4 4.7 2.1 3.0 1.3 0.4 0.9 0.9 0.4 0.9 0.4

女 性 218 24.3 18.3 14.7 9.2 11.9 2.8 2.8 4.1 2.8 1.4 1.8 1.4 0.5 1.4 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5

1 年 生 202 24.3 20.3 15.8 13.9 8.9 5.0 3.0 4.5 2.0 0.5 1.0 0.5 0.5

2 年 生 126 27.0 21.4 15.1 12.7 10.3 4.0 3.2 1.6 2.4 0.8 0.8

3 年 生 72 15.3 12.5 22.2 12.5 4.2 6.9 6.9 8.3 4.2 2.8 1.4 1.4 1.4

4 年 生 以 上 49 6.1 14.3 16.3 8.2 8.2 2.0 4.1 12.2 2.0 4.1 2.0 6.1 6.1 2.0 4.1 2.0

そ の 他 2 50.0 50.0

法 学 部 40 30.0 17.5 7.5 10.0 10.0 2.5 2.5 2.5 7.5 2.5 5.0 2.5

文 学 部 17 11.8 17.6 5.9 17.6 11.8 17.6 5.9 5.9 5.9

経 済 学 部 52 19.2 19.2 15.4 13.5 7.7 7.7 1.9 5.8 3.8 1.9 1.9

商 学 部 44 25.0 13.6 27.3 11.4 9.1 6.8 2.3 2.3 2.3

社 会 学 部 65 26.2 23.1 12.3 6.2 13.8 3.1 3.1 3.1 3.1 1.5 3.1 1.5

政策創造学部 58 20.7 20.7 13.8 19.0 6.9 1.7 3.4 3.4 3.4 1.7 1.7 1.7 1.7

外 国 語 学 部 12 33.3 33.3 16.7 8.3 8.3

人間健康学部 22 22.7 13.6 9.1 27.3 9.1 4.5 9.1 4.5

総合情報学部 23 13.0 13.0 39.1 17.4 8.7 4.3 4.3

社会安全学部 23 26.1 13.0 26.1 4.3 8.7 8.7 8.7 4.3

システム理工学部 28 17.9 17.9 25.0 7.1 3.6 10.7 10.7 　 3.6 3.6

環境都市工学部 28 10.7 25.0 17.9 17.9 3.6 3.6 3.6 7.1 3.6 3.6 3.6

化学生命工学部 39 20.5 15.4 17.9 7.7 7.7 5.1 7.7 7.7 7.7 2.6

【回答結果】

　回答者全体のうち、「 1 ．履修登録・成績表閲覧」＋「 2 ．授業に関わる資料の閲覧」＋

「 4 ．その他大学が提供する情報」と複数回答した者が21.7％と最も多く、ついで「 4 ．そ

の他大学が提供する情報」と単独回答した者が18.6％、「 9 ．当てはまるものがない」と単

独回答した者が16.9％と続く。以下、 5 位まで「 4 ．その他大学が提供する情報」に回答し

たものが上位を占めている。

　これら各回答項目について単純集計した後に、全体と学年ごとに割合を算出した結果を図

表 1 - 7 - 3 に示す。この結果によると、「 4 ．その他大学が提供する情報」が69.4％と最も

多く、ついで「 2 ．授業に関わる資料の閲覧」が47.9％、「 1 ．履修登録・成績表閲覧」が

43.7％とつづく。また、学年ごとの比較では、「 3 ．就職活動」と回答した者が年次を追う

ごとに急増していることがわかる。
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【説　　明】

　大学で携帯電話を利用する目的として最も多いのは「 4 ．その他大学が提供する情報」が

69.4％である。これは本学インフォメーションシステムでの休講情報の確認が多いと推測さ

れる。

　「 2 ．授業に関わる資料の閲覧」は47.9％とほぼ半数の学生が回答している。これは、授

業支援システム・CEAS だけでなく、教員が指示している学外 SNS を利用している可能性も

考えられる。また、 4 年次が他と比べて少ないのは、学修よりも就職活動に時間を取られて

いる学生が多いことが推測される。

　「 1 ．履修登録・成績表閲覧」は43.7％の学生が回答している。調査当時はインフォメー

ションシステムのスマートフォン対応が進んでいなかったにもかかわらず、スマートフォン

の狭小な画面で PC サイトを閲覧しながら利用している学生の様子がうかがえる。

　「 3 ．就職活動（KICSS）」については、昨今は「リクナビ」「マイナビ」などの就職活動

サイトへのアクセスや、メールや通話で活動先との連絡などをスマートフォンで行う学生が

ほとんどである。このため、“KICSS”という表記がなければ、さらに多くの回答が増えた

可能性がある。

　「 9 ．当てはまるものがない」の19.3％は、授業中や空き時間に学修以外での利用目的が

一定数存在していることが考えられる。

　【Q 6 】でみたように、学生の間ではスマートフォンの普及が進んでいるため、PC の代わ

りにスマートフォンで学内外のウェブサービスを利用しているようである。PC を所有して

いない学生も一定数存在するが、自宅で PC を所有していたとしても電源投入が面倒でスマ

ートフォンで済ませてしまう学生も多い。このため、今後はスマートフォンに対応したシス

テムの整備が急がれる。
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図表 1 - 7 - 3 　携帯電話の利用目的（単純集計）
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タブレット　つぎに、タブレット PC についてお尋ねします。

【Q 8 】　あなたは、タブレット PC を持っていますか。

1 ．はい　　→　［SQ 8 ］へ

2 ．いいえ　→　【Q10】へ

図表 1 - 8 - 1 　タブレット所有状況
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【回答結果】

　回答者の95％がタブレット PC を所有していない。タブレットを所有している21名では、

3 年生、 4 年生、文系学部の割合が多い。

【説　　明】

　BYOD 環境構築に向けて、所有状況を考えるとタブレット PC をその目的で利用するとい

うのは、（今後急速に所有率が高くなることがない限り）現実的ではないと思われる。

【SQ 8 】［SQ 8 ］（【Q 8 】で「はい」の方のみ）あなたのタブレットは、次のどれですか。

【複数回答可】

1 ．Android

2 ．iPad

3 ．Windows

9 ．当てはまるものがない

図表 1 - 8 - 2

所有タブレットの種類 度　数 パーセント
1　Android 3 14.3
2 　iPad 15 71.4
3 　Windows  1  4.8
9 　当てはまるものがない  1  4.8
13　Android+Windows  1  4.8

合　　計 21  100

14%

71%

5%
5% 5%

Android
iPad
Windows

Android+Windows

図表 1 - 8 - 3 所有タブレットの種類
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【回答結果】

　回答者の大多数が iPad を所有しており、Android やその他のタブレットは少数である。こ

の傾向は、性別・学年別・学部別でも変わらなかった。

【説　　明】

　BYOD 環境でタブレット PC を利用する可能性があれば、iPad、Android の順に検討すべ

きであることがわかった。

【SQ 8 - 2 】［SQ 8 - 2 ］（【Q 8 】「はい」の方のみ）あなたは、学期中に自分のタブレット

を何回くらい大学に持ってきますか。

1 ．ほぼ毎日

2 ．週に 1 ～ 2 回

3 ．月に 1 ～ 2 回

4 ．学期中に 1 ～ 2 回

5 ．まったく持ってこない　→　［SQ 8 - 3 ］へ

9 ．わからない

図表 1 - 8 - 4

ほぼ毎日 月に 1～ 2回 学期中に 1～ 2回 まったく持ってこない わからない
全 体 5 2 2 10 2
【性　別】
男 性 2 0 0 3 1
女 性 3 2 2 7 1
【学　年】
1 年 生 0 0 1 6 1
2 年 生 1 0 0 0 0
3 年 生 3 0 1 1 1
4 年 生 以 上 1 2 0 3 0
そ の 他 0 0 0 0 0
【学　部】
法 学 部 1 0 0 1 0
文 学 部 0 1 0 1 0
経 済 学 部 0 0 1 0 0
商 学 部 1 0 0 1 0
社 会 学 部 1 1 0 0 0
政 策 創 造 学 部 0 0 0 2 0
外 国 語 学 部 0 0 0 1 1
人 間 健 康 学 部 0 0 0 0 0
総 合 情 報 学 部 0 0 1 1 1
社 会 安 全 学 部 1 0 0 3 0
システム理工学部 1 0 0 0 0
環境都市工学部 0 0 0 0 0
化学生命工学部 0 0 0 0 0



－ 58 －

【回答結果】

　タブレット PC を所有していると回答した21名のうち、10名（47.6％）が「まったく持っ

てこない」と回答している。逆に、「ほぼ毎日」持ってくると回答した者は 5 名で23.8％に過

ぎない。この傾向は、性別・学年別・学部別でも変わらなかった。

【説　　明】

　半数近くの回答者が「まったく持ってこない」と回答していることからも、タブレットPC

を BYOD の目的で使用するのは難しい現状であるとわかる。

［SQ 8 - 3 ］（［SQ 8 - 2 ］で「まったく持ってこない」の方のみ）大学にタブレットを持っ

てこない理由は、何ですか。＊＊＊記述＊＊＊

　• 嵩張る。学内設置の PC で十分だから。

　• タブレットがなくてもスマートフォンで情報が得られるから。

　• もともと持ち運ぶことを目的とせず、家で調べものをしながらレポートを作成する時な

どにしか使用しないため。

　• ワイファイでしかつなげないから

　• 家族で使っているから

　• 使わない

　• 使用する必要がないから。

　• 重たいから

　• 特に持ってくる理由がない為

　• 必要ないから。

【回答結果】

　自由記述はそれぞれ一件。理由として、「必要性がない」というものが多い。

【説　　明】

　今後、タブレット PC が普及し、BYOD 環境の授業が増えれば必要性が出てくるため、タ

ブレットを持ち運ぶ割合も増えるかもしれない。
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【Q 9 】　全員にお尋ねします。もし自分のタブレットを大学に持って来られるとしたら、何

に使いたいですか。【複数選択可】

1 ．授業の予習・復習

2 ．課題・レポートの作成等の個人作業

3 ．ゼミ・演習でのグループワーク

4 ．就職活動

9 ．当てはまるものがない

図表 1 - 9

タブレットの利用希望目的 度数
授業の予習・復習   3
課題・レポートの作成等の個人作業  31
ゼミ・演習でのグループワーク   6
就職活動   2
当てはまるものがない  26
無回答 383

合　　計 451

【回答結果】

　タブレットの利用希望目的については、31名が「課題・レポートの作成等の個人作業」を

選択した。この傾向は、性別・学年別・学部別でも変わらなかった。

【説　　明】

　回答者全体（451名）のうち、6.9％（31名）がタブレット PC を「課題・レポートの作成

等の個人作業」の目的で利用を希望しており、PC の代わりとしての利用を望んでいること

がわかる。しかし、その目的ではノートPCを持ち運んだほうがよいため、タブレットPCの

持ち運び自体が少ないことにつながっていると考えられる。



－ 60 －

IT センターが提供しているサービス等について

【Q10】　あなたは、関西大学の各学舎や IT センターにパソコンを利用できる教室があること

を知っていますか。

【回答結果】

　人間健康学部と総合情報学部を除いて、回答者の90％以上が IT センターにパソコンを利

用できる教室があることを知っている。

図表10- 1 　学内に PC 教室があることを知っているか（N＝451）
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【説　　明】

　人間健康学部（堺キャンパス）と総合情報学部（高槻キャンパス）では、若干 IT センタ

ーの認知度が低い。千里山キャンパス以外での広報活動を増やす必要がある。

［SQ10］　（【Q10】で「はい」と答えた方のみ）パソコン教室を授業以外でどれくらい利用

していますか。

図表10- 1 - 2 　PC 教室利用頻度（N＝437）
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【回答結果】

　PC 教室の利用頻度に関して、若干のばらつきがあるものの「週に 1 ～ 2 回」か「月に 1

～ 2 回」が過半数である。

【説　　明】

　利用したことがない 1 年生が11％である点が気になる。さらなる広報活動が必要である。

［SQ10- 2 ］（［SQ10］で「利用したことがない」と答えた方のみ）利用しない理由を教えて

ください。
図表10- 2 　PC 教室を利用しない理由

自由記述
IT センター　サテライトがあるので
ITセンターに入ったことがないので、入りづらい。
する必要が今のところないから。
パソコンを持ってこないから
レポート作成などは基本的に自宅で行うから
わざわざ行かなくても家にパソコンがあるから家で使用する。
家でゆっくり作業したいし、行くのがめんどくさいし、わからないことがあったら怖いから。
教室が開講されていることを知らなかった。
行きづらいから。
今のところ使うときがなかったから。
使うときがない
使う機会がないから
自宅のパソコンを使うから。
自宅のパソコンを使えばそれで事足りるから
場所がどこにあるか知らない
特に必要ないから
必要なときがないから。
必要を感じないから。
必要性がないため
用事がなかったため
利用する機会がない
利用する目的がない
利用する理由がないため

【回答結果】

　PC 教室を利用しない理由（自由記述）に関しては、図表10- 2 のように23名の回答者から

回答があった。

【説　　明】

　「必要を感じない」や「自宅で行う」などの回答は問題無いが、「入りづらい」や「場所を

知らない」は問題である。広報活動などを検討する必要がある。
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【Q11】あなたは、関西大学で無線 LAN（KU Wi-Fi）が利用できることを知っていますか。

【回答結果】

　全体では、71％が KU Wi-Fi を知っている。この傾向は、人間健康学部と社会安全学部を

除いて、性別・学年別・学部別で大きく変わることはない。

【説　　明】

　人間健康学部と社会安全学部において認知度が低いのは、無線 LAN 設備が遅れているた

めだと思われる。今後、無線 LAN 設備が充実することにより、認知度も高くなっていくこ

とを期待する。

図表11- 1 - 1 　学内で無線 LAN（KU Wi-Fi）が利用できることを知っているか（N＝451）



－ 64 －

［SQ11］（【Q11】で「はい」と答えた方のみ）関西大学の無線 LAN（KU Wi-Fi）をどれく

らい利用しますか。

【回答結果】

　KU Wi-Fi を知っているにも関わらず、その中の41％の回答者が利用経験無しである。こ

の傾向は、性別・学年別・学部別で大きく変わることはない。

【説　　明】

　ほぼ毎日利用している学生がいる一方、「利用したことがない」・「わからない」と答えた学

図表11- 1 - 2 　KU Wi-Fi を利用頻度（N＝321）
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生が半数以上いる。Wi-Fi の設定は最初敷居が高いかも知れない。ITセンターでは、昼休み

などを利用して、Wi-Fi 設定の説明会を開いているが、利用者を増やすためにはさらなる努

力が必要である。

［SQ11-2］（［SQ-11］で「利用したことがない」と答えた方のみ）利用しない理由を教えて

ください。

図表11- 2 - 1 　KU Wi-Fi を利用しない理由（N＝131）
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【回答結果】

　KU Wi-Fi を利用しない理由（自由記述）に関して、「知らなかった」「必要ない」「機器を

持っていない」「利用可能な場所がわからない・限られている」「接続方法が不明・面倒」「パ

スワードを失念」「LTEなので不要」「その他」の 8 つに分類した結果が、図表11- 2 - 1 であ

る。回答者数は、131名である。「知らなかった」「必要ない」「接続方法が不明・面倒」が多

かった。この傾向は、性別・学年別・学部別で大きく変わることはない。

【説　　明】

　全体の22％が「知らなかった」と回答している。広報活動を増やす必要がある。全体の25

％が「接続方法が不明・面倒」と回答している。Wi-Fi の設定は敷居が高いので、Wi-Fi 設

定の説明会を増やす必要がある。
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【Q12】　あなたは、関西大学にWeb メールサービス（Active!mail）があることを知ってい

ますか。

【回答結果】

　全体では、86％が Active!mail を知っている。この傾向は、性別・学年別・学部別で大き

く変わることはないが、法学部と文学部で若干低い。

【説　　明】

　最近の大学生は、電子メールの利用が減少傾向にあり、友達との連絡には、Facebook や

Twitter、LINE などのソーシャルメディアを利用している。また、電子メールを利用する場

合も従来から利用しているフリーメールを使っている場合が多い。学部により、若干のばらつ

きがあるのは、Active!mail を授業で利用しているかどうかによるのではないかと思われる。

図表12-1-1　学内にWeb メールサービス（Active!mail）があることを知っているか（N＝451）
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［SQ12］　（【Q12】で「はい」と答えた方のみ）関西大学の Active!mail をどれくらい利用し

ますか。

【回答結果】

　関西大学Active!mail の利用頻度は、ばらついている。また、この傾向は、性別・学年別・

学部別で大きく変わることはない。

【説　　明】

　利用頻度から考えて、関西大学のWebメールサービスを主たるメールに使用している学生

は少ないと考えられる。 3 年生以降に利用頻度が増えるのは、就職活動のためではないかと

思われる。

図表12- 1 - 2 　関西大学 Active!mail の利用頻度（N＝391）
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［SQ12- 2 ］　（［SQ12］で「利用したことがない」と答えた方のみ）利用しない理由を教え

てください。

【回答結果】

　関西大学 Active!mail を利用しない理由（自由記述）に関して、「必要ない」「知らなかっ

た」「他のWeb メールサービスを利用」「面倒」「利用する機会がない」の 5 つに分類した結

果が、図表12- 2 - 1 である。回答者数は、41名である。「必要ない」と「他のWeb メールサ

ービスを利用」が多かった。

【説　　明】

　全体の20％が「知らなかった」と回答している。この傾向は学部によりばらつきがある。

文学部、社会学部、政策創造学部、人間健康学部では、広報活動を増やす必要がある。

図表12- 2 - 1 　関西大学 Active!mail を利用しない理由（N＝41）
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【Q13】　全員にお尋ねします。あなたは、最大100MBのデータ転送サービス（関大ファイル

便）があることを知っていますか。

【回答結果】

　関大ファイル便の存在を知っている学生は全体の 2 割に留まる。また、 1 年生の認知度の

低さが目立つ。情報リテラシー教育科目などで積極的に利用するなど、普及に努めるべきで

ある。

【説　　明】

　ゼミなどに所属するまでは利用機会が無い可能性も考えられる。

図表13- 1 　関大ファイル便の認知度



－ 71 －

関西大学 ITセンター年報 第 4 号（2013）

【Q14】　あなたは、関西大学にWeb ファイルサーバアクセス（Z ドライブ）があることを

知っていますか。

【回答結果】

　全体の1/3がWeb ファイルサーバアクセスのサービスを知っていた。社会学部、政策創造

学部、社会安全学部の学生の認知度が高い。

【説　　明】

　理系の学生の認知度があまり高くない。学部独自のファイルサーバを利用しているためと

考えられる。

図表14- 1 - 1 　Web ファイルサーバアクセス（Z ドライブ）の認知度
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［SQ14］（【Q14】で「はい」と答えた方のみ）Z ドライブをどれくらい利用しますか。

【回答結果】

　週に 1 ～ 2 回以上の頻度で Zドライブを利用している学生は利用者全体の 3 割程度であっ

た。女子学生の方が男子学生よりも利用頻度が高い傾向にある。

【説　　明】

　 1 年生の利用頻度が高い。情報基礎科目の講義で使用するためと考えられる。

図表14- 1 - 2 　Z ドライブの利用頻度
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［SQ14- 2 ］　（［SQ14］で「利用したことがない」と答えた方のみ）利用しない理由を教え

てください。

【回答結果】

　Zドライブを利用しない学生のうち、8 割程度はその存在を知っていた。面倒、必要無い、

利用する機会が無いというのが主な理由である。

【説　　明】

　USBメモリなどの普及で、データを持ち運ぶ方が簡単であると判断している可能性がある。

（自宅から Z ドライブを利用できることを知っているのかが不明）

図表14- 2 　Z ドライブを利用しない理由
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【Q15】　全員にお尋ねします。あなたは、関西大学に独自の SNS（関西大学 SNS）があるこ

とを知っていますか。

【回答結果】

　全体の 4 割強が関西大学 SNSの存在を知っている。上位年次になるほど認知度は高くなっ

ている。文学部、社会学部の認知度が高いのは、ゼミで利用と推察される。しかし、全体で

は半数以上が存在を知らないので、民間の SNS サービスよりもマイナーな存在になってい

る。

図表15- 1 　関西大学 SNS の認知度
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【Q16】　関西大学 IT センターのホームページは、役に立っていますか。

【回答結果】

　「大いに役に立っている」「どちらかといえば役に立っている」が全体の過半数を占める。

学部によって評価にばらつきが見られた。総合情報学部は「見たことが無い」の回答が 4 割

強と飛び抜けて他学部より高い。

【説　　明】

　高槻キャンパスでは IT センターのサービスを受けにくい環境であることが影響している

と考えられる。人間健康学部にも同様の傾向が見られるため、千里山キャンパス以外へのサ

ービス拡充が必要であると考えられる。

図表16- 1 　関西大学 IT センターのホームページに対する評価
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【Q17】　関西大学 IT センター活用ガイドブック『IT Navi』という冊子は、役に立っていま

すか。

【回答結果】

　存在を「知らなかった」と回答する学生が全体の 4 割以上を占めた。 4 年生の 6 割以上が

「知らなかった」と回答。逆に 1 年生の認知度は比較的高い。「役に立っている」と評価した

学生は全体の 2 割に満たない。

【説　　明】

　インフォメーションシステムやCEASの利用方法は講義で習うため、ガイドブックで自主的

に新しいサービスを調べる学生が少ないと考えられる。HPに掲載されている利用方法を閲覧

している可能性もある。何故「役に立っていない」と評価したのか理由を調べる必要もある。

図表17- 1 　IT センター活用ガイドブック「IT Navi」に対する評価
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e- ラーニングシステム（CEAS と授業支援システム）について

【Q18】　あなたは、関西大学の e- ラーニングシステム（CEAS と授業支援システム）を利用

していますか。

【回答結果】

　学部によって大きく差が出ている。

【説　　明】

　社会安全学部やシステム理工学部では講義で積極的にCEASを使っていることが考えられる。

図表18- 1 　e- ラーニングシステム（CEAS と授業支援システム）の利用状況
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【Q19】　（関西大学の e- ラーニングシステムを利用している方のみ）あなたは e- ラーニン

グシステムをどのくらい利用していますか。

【回答結果】

　e- ラーニングシステムを利用している人の 3 割以上が週に 1 ～ 2 回以上の頻度でシステム

を利用していることがわかった。 1 年生、 2 年生の利用頻度が比較的高いことがわかった。

外国語学部の e-ラーニングシステム利用頻度が非常に高いのは講義で必ず利用するからと推

察される。

図表19- 1 　e- ラーニングシステムの利用頻度
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【Q20】　（関西大学の e- ラーニングシステムを利用している方のみ）e- ラーニングシステム

は、役に立っていますか。

【回答結果】

　「大いに役に立っている」「どちらかといえば役に立っている」をあわせると回答のおおむ

ね40％を占める。「どちらかといえば役に立っていない」「まったく役に立っていない」は殆

ど無く、役に立っていないと評価した学生はごく少数であった。

【説　　明】

　「わからない」「無回答」が回答全体の約半数を占めており、学生にとって e- ラーニングシ

ステムの評価は難しいということがわかった。

図表20- 1 　e- ラーニングシステムに対する評価
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学習態度との関係

　本調査では、各質問項目と学習態度との関係も分析している。なぜならば、ITセンターに

おける施策の優先順位をつける際に、学習態度がひとつの基準となりうるからである。つま

り、学習態度の良し悪しが、ITセンターの提供するサービスとどう結びついているかを分析

することで、効果的に施策の優先順位を決定することができると考えられる。学習態度は次

の 3 項目から成る。

　　【Q21】 　全員にお尋ねします。あなたは、履修している科目の授業に平均してどのくら

い出席していますか。

　　【Q22】 　あなたは、全体的に判断して、授業に意欲的に取り組んでいますか。

　　【Q23】 　あなたは、できる限り良い成績を取ろうとしていますか。

60％以上
80％未満
12%

30％以上
60％未満
2%

30％未満
0%

80％以上
86%

図表21- 1 　出席状況
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図表21- 2 　授業意欲
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どちらとも
いえない
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図表21- 3 　成績志向性



－ 81 －

関西大学 ITセンター年報 第 4 号（2013）

　図表21- 1 から21- 3 が示すように、多くの学生の学習態度に関する自己評価は非常に高い。

出席状況に関しては86％の学生が80％以上授業に出席しており、授業意欲に関しては79％の

学生が意欲的に取り組んでいると回答し、そして、成績の志向性に関しては89％の学生が良

い成績を取りたいと回答している。

図表21－ 4 　項目間の相関

出席状況 授業意欲 成績志向
出席状況 1 .984** .986**
授業意欲 1 .984**
成績志向 1
**. 相関係数は 1 ％ 水準で有意 （両側）。

　以下ではこれらの 3 項目は、図表21- 4 のとおり、各項目は高い相関を示している（ 1 ％

水準で有意）。また、当該尺度の信頼性分析を行った結果、Cronbach のαは0.995と高い値

を示している。以下では、 3 項目を合成した「学習態度」尺度を用いて分析を行う。
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学習態度と連続変数との関係

　まず、学習態度尺度と連続変数（Q 3 、SQ 8 - 2 、SQ10、SQ11、SQ12、SQ14、Q16、Q17、

Q19、SQ20）との間の相関を見る（図表21- 5 ）。

図表21- 5 　学習態度と連続変数との相関

学習態度 Q3 SQ8-2 SQ10 SQ11 SQ12 SQ14 Q16 Q17 Q19 SQ20
学習態度 1 0.113* －0.013 －0.018 0.046 0.149** －0.136 　0.051 　0.056 　0.051 　0.019
Q3 1 　0.148** －0.138** 0.187** 0.122** 　0.055 －0.034 －0.012 －0.066 －0.067
SQ8-2 　1 　0.022 0.062 0.014 　0.051 　0.004 －0.012 －0.207** 　0.048
SQ10 　1 0.122* 0.092 　0.047 　0.197** 　0.059 　0.197* 　0.128
SQ11 1 0.074 　0.181 　0.137* 　0.076 　0.132 　0.002
SQ12 1 －0.104 　0.157** 　0.079 　0.091 　0.158*
SQ14 　1 　0.052 －0.138 －0.129 　0.002
Q16 　1 　0.279** 　0.083 　0.149*
Q17　 　1 　0.063 　0.02
Q19 　1 　0.401**
SQ20 　1
*　相関係数は 5 ％ 水準で有意 （両側）。
** 相関係数は 1 ％ 水準で有意 （両側）。

　学習態度と Q 3 の「あなたは、学期中に自分のノートブック・パソコンをどれくらい大学

に持ってきますか」（p＜.05）、および、SQ12の「関西大学の Active!mail をどれくらい利用

しますか」（p＜.01）との間に統計的に有意な正の相関が認められる。

学習態度と名義変数との関係
　次に、学習態度とカテゴリカル・データとの関係を t 検定によって検討する。なお、学習

態度の平均値は、数値が小さいほど高い学習態度を示している。

図表21- 6 　学習態度とソフトウエア利用の関係

利用する 利用しない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

Microsoft Word 420 1.6063 0.55277  26 1.7821 0.50721
Microsoft Excel* 306 1.573 0.52957 140 1.7119 0.58657
Microsoft PowerPoint 252 1.582 0.52715 194 1.6615 0.57932
Adobe Photoshop*  34 1.4216 0.45177 412 1.6327 0.55605
Adobe Illustrator**  25 1.3333 0.40825 421 1.6334 0.5544

　Q 4 「全員にお尋ねします。あなたは、自宅や大学などで次のソフトウェアを利用してい

ますか。【複数選択可】」の質問に対して、学習態度との有意な関係が見られた項目は以下の

とおりである。

　•  t検定を行ったところ学習態度とExcelの利用との間に有意な関係が見られた（t＝2.484、 

df＝444、p＜.05）。
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　•  t 検定を行ったところ学習態度とAdobe Photoshop の利用との間に有意な関係が見られ

た（t＝2.115、df＝444、p＜.05）。

　•  t 検定を行ったところ学習態度とAdobe Illustrator の利用との間に有意な関係が見られ

た（t＝2.663、df＝444、p＜.01）。

図表21- 7 　学習態度とパソコン利用との関係

使う 使わない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

授業の予習・復習＊ 123 1.5285 0.47319 323 1.646 0.57638
課題・レポートの作成等の個人作業 397 1.6222 0.56006  49 1.5442 0.47965
ゼミ・演習でのグループワーク 183 1.6138 0.5197 263 1.6134 0.57414
就職活動  89 1.5243 0.47643 357 1.6359 0.56752

　Q 5 「もしあなたが自分のパソコンを大学に持って来られるとしたら、何に使いたいです

か【複数選択可】」の質問に対して、学習態度との有意な関係が見られた項目は以下のとおり

である。

　•  t 検定を行ったところ学習態度と「授業の予習・復習のためのパソコン利用」との間に

有意な関係が見られた（t＝2.018、 df＝444、p＜.05）。

図表21- 8 　学習態度と携帯電話所有種別との関係

持っている 持っていない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

ガラケー  47 1.4752 0.44366 398 1.6315 0.56226
iPhone 207 1.649 0.58405 238 1.5854 0.52319
Android 199 1.6064 0.53784 246 1.622 0.56527

　Q 6 の「あなたの持っている携帯電話は、どれですか。【複数選択可】」の質問に対して、学

習態度との間には有意な関係は見られなかった。

図表21- 9 　学習態度と携帯電話利用目的との関係

利用する 利用しない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

履修登録・成績表閲覧 192 1.592 0.51694 245 1.634 0.578
授業に関わる資料の閲覧 211 1.5766 0.49952 226 1.6519 0.59527
就職活動（KICSS）  35 1.4762 0.49366 402 1.6277 0.55546
その他大学が提供する情報（お知
らせ・休講情報など）の閲覧 304 1.5998 0.51339 133 1.6516 0.63148

　Q 7 の「あなたが大学で携帯電話を利用する目的は何ですか。【複数選択可】」の質問に対

して、学習態度との間には有意な関係は見られなかった。
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図表21-10　学習態度とタブレット PC 所有との関係

持っている 持っていない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

タブレット PC 21 1.6984 0.84265 427 1.6097 0.5343
Android  4 1.5833 0.68718  19 1.6842 0.85688
iPad 15 1.5333 0.61464   8 1.9167 1.10913
Windows  2 2.6667 2.35702  21 1.5714 0.58824

　Q 8 の「あなたはタブレット PC を持っていますか」の質問に対して、学習態度との間に

は有意な関係は見られなかった。

図表21-11　学習態度とタブレット PC 利用目的との関係

使う 使わない
n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差

授業の予習・復習  59 1.565　 0.46011  90 1.6 0.64805
課題・レポートの作成等の個人作業 108 1.5494 0.55687  41 1.6829 0.63224
ゼミ・演習でのグループワーク  59 1.5254 0.42975  90 1.6259 0.65881
就職活動  34 1.5392 0.36712 115 1.6 0.62937

Q 9 の「もし自分のタブレットを大学に持って来られるとしたら、何に使いたいですか。【複

数選択可】」の質問に対して、学習態度との間には有意な関係は見られなかった。

まとめ

　分析結果をまとめると以下のとおりである。

　• ノートブック・パソコン持参頻度と学習態度の間には正の相関がある（Q 3 ：p＜.05）。

　• Active!mail 利用頻度と学習態度の間には正の相関がある（SQ12：p＜.01）。

　• Excel を利用する学生ほど、学習態度が高い（Q 4 ：p＜.05）。

　• Adobe Photoshop を利用する学生ほど、学習態度が高い（Q 4 ：p＜.05）。

　• Adobe Illustrator を利用する学生ほど、学習態度が高い（Q 4 ：p＜.01）。

　• 授業の予習・復習のためにパソコン利用する学生ほど、学習態度が高い（Q 5 ：p＜.05）

ま　と　め

　今回のアンケートは約 1 年前（2013年 6 月26日～2013年 7 月13日）に実施されたもので、

この間も関西大学における ICT環境は変化しているが、おおよその傾向は把握できたと考え

られる。

　今回のアンケート実施の目的のひとつが、関西大学において BYOD（Bring Your Own 

Device）、すなわち、教育における学生の私物パソコンの利用が可能かどうかを探ることで

あった。BYOD環境を構築する目的は、2012年 8 月28日の中教審の答申『新たな未来を築く

ための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～』
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で言及されている学生の学修時間の確保のためである。つまり、授業の空き時間等（いつで

も）を利用して、パソコン設備のない教室でも（どこでも）、 授業の事前事後学修ができる環

境が関西大学で構築できるかである。さらには、副次効果として、大学が用意するパソコン

環境を最小限にし、不必要な ICT 投資を削減することがある。

　調査の結果、回答者の91％がパソコンを所有しており、また全体の76％がノートパソコン

を所有していることから、BYOD の下地はほぼできていることがわかった。しかしながら、

ノートパソコンを持っていても過半数の学生が大学には全く持って来ていない。持って来な

い大きな理由のひとつが、「必要ないから」であった。一方で、ノートパソコン持参頻度と学

修態度との間には正の相関があり、また、授業の予習・復習のためにパソコンを利用する学

生ほど学修態度が高いことが分析から明らかになっている。つまり、中教審の答申の言う、

大学教育の質転換のためには、学生にノートパソコンを持って来させ、それを使って授業の

予習・復習をさせる、またそういった授業を増やすことが肝要であると考えられる。

　また、学生が所有するパソコンの種類としては、98.8％の学生がWindows パソコンを所

有しており、使用するソフトもWord（94％）、Excel（68％）、PowerPoint（56％）である

ことから、先日、本学が日本マイクロソフト社と締結した包括契約（EES）は、当を得たも

のであるということができる。

　なお、昨今普及が目覚ましく感じられるタブレットについては、95％の学生が所有してお

らず、（昨年は）まだまだ普及していない状況である。また、タブレットを所有していても過

半数の学生が大学には持って来ず、その理由がやはり「必要がないから」と回答し、もし持

って来たら「課題・レポート作成等の個人作業」と回答している傾向はパソコンと同様である。

　タブレットの普及が進まない一方、携帯電話に関しては、スマートフォン（88％）とガラ

ケーとも呼ばれるフィーチャーフォン（ 9 ％）を合わせると学生のほぼ全員といってよいほ

ど普及が進んでいる。最近、画面サイズが従来のスマートフォンより大きくタブレットより

小さいファブレットと呼ばれるスマートフォンも登場しており、これにより、タブレットと

スマートフォンの区別があいまいになり、スマートフォンと同程度に普及し、タブレットの

ように「課題・レポート作成等の個人作業」に使用するデバイスが、ノートパソコンにも代

わる存在として世に出てくるかもしれない。

　IT センターが提供しているサービスについては、冒頭述べたように本学の ICT 環境に関

して、今回のアンケート実施から現在に至るまで以下のような環境変化がある。

　• 無線 LAN（KU Wi-Fi）について、アンケート実施時は、設置 3 か年計画の第 1 期が終

了した状態であり、その後2013年夏から2013年度中に第 2 期、本年度第 3 期と増強し、

個人研究室を除き、教室等のパブリックエリアでは、ほぼ全域で利用可能となる。なお、

遅れていた堺キャンパスも今年度中に利用可能となる。

　また、KU Wi-Fi は、本学に従来からあった無線 LAN に比べ、セキュリティを担保しつ

つ接続方法が大幅に簡素化されている。
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　• 併用されていた、授業支援システムと CEAS/Sakai システムについて、授業支援システ

ムは2014年度末でサービス終了となり、少なくとも2015年度は CEAS/Sakai システムの

みの運用となる。

　• 関大 SNS のサービスは2013年度末を以って終了した。

　したがって、これらのアンケート結果については、ここでは取り立てて言及しないことと

する。

　現在、学生は自宅等でさまざまな IT サービスを享受することができ、その中から自分に

合ったより良いものを選択できる環境にある。巨大 ICT企業が莫大な資金と人材を投じて提

供するサービスと同種のサービスを IT センターが提供しても、まともには太刀打ちできな

いのは明らかである。例えば、IT センターが提供する Z ドライブ（現在は、Kan-Dai ウェ

ブスト、と名称変更）は、学生 1 人当たり 1 GB の容量しかないが、アカウント登録は必要

なものの、Google ドライブでは15GB、Microsoft の OneDrive で 7 GB、Apple の iCloud で

5 GB、それぞれ無料で利用できる。IT センターのサービスでなければならない理由が必要

となる。そのひとつは、ユーザが関大関係者に限られることから、他と比べより安全な環境

であることを認識していただきたい。

　また、ITセンターの提供するサービスは、全体的に認知度が低いことが問題であることが

明らかになっている。

　より安全な IT センターのサービスでなければならない理由、学生の認知度を高める方法、

それは、上述したBYODによる教育の質転換とも関係することで、事前事後学修を含めた授

業での ICT、とりわけ IT センターのサービスの利用である。この点、教員の皆様に是非ご

協力いただきたい。

　最後に学部間格差があることが散見される。とりわけ、人間健康学部、総合情報学部、社

会安全学部については、学部間格差がそのままキャンパス間格差になる。キャンパス間格差

の是正については、現在、IT センターが取り組むべき大きなテーマのひとつと考えており、

先ずは IT センター所員を各キャンパスから選出することから始め、各キャンパスのユーザ

の声により一層耳を傾け、より連携を強化する体制づくりをしている。





事 業 報 告
2013年度
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2013年度 事業報告

センター組織

　昭和57（1982）年 4 月 1 日、千里山キャンパスに「関西大学情報処理センター」が設置さ

れ、平成16（2004）年 4 月 1 日、同キャンパス内にある円神館への移転に伴い「関西大学イ

ンフォメーションテクノロジーセンター（通称 IT センター）」へ名称変更された。コンピュ

ータ・ネットワークシステムの管理運営にあたっては、学長傘下の全学的な組織として、「IT

センター委員会」がその役割を担っている。

　同委員会は、センター所長、副所長＊1 、及び法、文、経済、商、社会、政策創造、外国語、

人間健康、総合情報、社会安全、システム理工、環境都市、化学生命の各学部から 1 名、学

長補佐から 1 名、総務局長、学長室長、学術情報事務局長、学術情報事務局次長（IT 担当）

の合計19名で構成されている。

　同委員会の目的は、コンピューターシステムと学内ネットワークを整備し、教育・研究の

充実ならびに事務効率を向上させることにある。また、同委員会では、ITセンター業務の自

己点検、評価を行うため、「IT センター自己点検・評価委員会」を設置している。加えて、

所員 5 名が各システムの有効活用のため、技術支援を行っている。

　なお、事務組織として、ネットワークの運用、教育・研究活動の支援、マルチメディアコ

ンテンツ管理などを行うシステム管理課、システムの設計、開発及び運用、保守を行うシス

テム開発課とがある。

＊ 1 　副所長は各学部からの委員のうち、 1 名が兼ねる。
＊ 2 　2013年度は開催せず。

学　　長

ITセンター

システム管理課
課長
課員

システム開発課
課長
課員

ITセンター委員会

運営委員会＊2

所員会議

自己点検・評価委員会
所　長
副所長
所　員
次　長
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IT センター委員会委員
 2013年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
所 　 　 長（文）教 授 柴　田　　　一
副 　 所 　 長 （システム）准教授 榎 原 博 之
法 　 学 　 部 准 教 授 水 野 吉 章
文 　 学 　 部 教 授 比留間　太　白
経　済　学　部 准 教 授 稲　葉　　　大
商 　 学 　 部 准 教 授 長谷川　　　伸
社 会 学 部 教 　 授 久 本 博 行
政策創造学部 教 　 授 岡 本 哲 和
外 国 語 学 部 准 教 授 水 本   篤
人間健康学部 助 　 教 窄　山　　　太
総合情報学部 教 授 林 勲
社会安全学部 助 　 教 河　野　和　宏
環境都市工学部 准 教 授 村 山 憲 弘
化学生命工学部 専 任 講 師 安 原 裕 紀
学　長　補　佐（化学生命）教授 青 田 浩 幸
総　　務　　局 局 長 土 橋 良 一
学 長 室 室 長 川 畑 一 成
学術情報事務局 局 長 篠 塚 義 弘
学術情報事務局 次 長 中 芝 義 之

委員の交代 2013年10月 1 日

所　属 資　格 氏　名
経 済 学 部 教 授 菅　田　　　一
商 　 学 　 部 准 教 授 馬 場 英 朗
政策創造学部 准 教 授 山 中 友 理
総合情報学部 准 教 授 小 林 孝 史
環境都市工学部 助 教 檀　　　寛　成

IT センター自己点検・評価委員会
 2013年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
副 　 所 　 長 （システム）准教授 榎 原 博 之
社　会　学　部 教 　 授 久 本 博 行
政策創造学部 教 　 授 岡 本 哲 和
総合情報学部 教 　 授 林 勲
環境都市工学部 准 教 授 村 山 憲 弘
文 　 学 　 部 教 　 授 本　村　康　哲
商 学 部 准 教 授 馬　場　　　一
学術情報事務局 局 　 長 篠 塚 義 弘
学術情報事務局 次 　 長 中 芝 義 之
システム管理課 課 　 長 山 﨑 秀 樹
システム開発課 課 　 長 鎌　田　正　彦

委員の交代 2013年10月 1 日

所　属 資　格 氏　名
副 　 所 　 長 （システム）准教授 榎 原 博 之
法 　 学 　 部 准 教 授 寺　川　　　永
経 済 学 部 教 　 授 菅　田　　　一
外 国 語 学 部 准 教 授 水　本　　　篤
化学生命工学部 専 任 講 師 安 原 裕 紀
人間健康学部 教 　 授 三 浦 敏 弘
社会安全学部 助 教 河 野 和 宏
学術情報事務局 局 　 長 篠 塚 義 弘
学術情報事務局 次 　 長 中 芝 義 之
システム管理課 課 　 長 山 﨑 秀 樹
システム開発課 課 　 長 鎌　田　正　彦
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IT センター所員
 2013年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
文 学 部 教 　 授 本 村 康 哲
商 学 部 准 教 授 馬　場　　　一
社 会 学 部 教 　 授 間 淵 領 吾
外 国 語 学 部 准 教 授 水　本　　　篤
システム理工学部 准 教 授 徳 丸 正 孝

委員の交代
 2013年10月 1 日

所　属 資　格 氏　名
経 済 学 部 准 教 授 片 山 直 也
社 会 学 部 准 教 授 保 田 時 男
人間健康学部 教 　 授 三 浦 敏 弘
総合情報学部 教 授 林 勲
社会安全学部 助 教 河 野 和 宏

学術情報事務局（IT 担当）
 2013年 4 月 1 日

役　職 氏　名
次 長 中 芝 義 之

システム管理課
 2013年 4 月 1 日

役　職 氏　名
課 長 山 﨑 秀 樹
6 等級専任職 夏　田　　　望
補 佐 柿 本 昌 範
専 任 職 員 稲 葉 修 造
専 任 職 員 徳 永 賢 太
専 任 職 員 西 脇 和 彦
専 任 職 員 川　邉　　　剛
専 任 職 員 笹　川　　　剛
専 任 職 員 大　内　　　愛
専 任 職 員 榊 原 和 弘
専 任 職 員 村 田 直 也
特 任 嘱 託 得 永 義 則
特 任 嘱 託 山 本 良 成
定 時 職 員 筒　井　　　忍
定 時 職 員 藤 井 香 苗

システム開発課
 2013年 4 月 1 日

役　職 氏　名
課 長 鎌 田 正 彦
6 等級専任職 大 西 貞 行
専 任 職 員 砂 田 吉 史
専 任 職 員 内 藤 郁 郎
専 任 職 員 長 畑 俊 郎
専 任 職 員 小野田　高　志
専 任 職 員 渕 上 裕 一
専 任 職 員 温 井 章 文
専 任 職 員 宮 口 岳 士
専 任 職 員 森 田 弘 一
専 任 職 員 久 住 友 人
定 時 職 員 江　口　真知子
特 別 雇 用 員 多賀谷　勝　敏
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委員会活動

　IT センターは、各委員会活動を経て運営されている。2013（平成25）年度に開催された

会議と議事は以下のとおりである。

IT センター委員会

2013年 4 月 3 日（第 1 回）

議　題

1 　ITセンター委員会委員の構成について

2 　ITセンター運営委員会の構成について

3 　ITセンター自己点検・評価委員会の

構成について

4 　平成25年度 IT センター新規事業

5 　ITに係わる施策、イベント等の業務

報告について

6 　その他

2013年 5 月 1 日（第 2 回）

議　題

1 　平成24年度教育研究用システム利用

統計について

2 　学生アンケート実施について

3 　KU Wi-Fi 用 MAC アドレス登録シ

ステムについて

4 　その他

2013年 5 月25日（第 3 回）（持ち回り）

議　題

1 　私立学校施設整備費補助金（私立学

校教育研究装置等施設整備費（私立大

学・大学院等教育研究装置施設整備

費））及び私立大学等教育研究設備整

備費等補助金（私立大学等研究設備等

整備費）に係る交付内定前の事前着手

承認申請書の提出について

2013年 6 月 5 日（第 4 回）

議　題

1 　学生アンケートについて

2 　メールインシデントについて

3 　情報セキュリティインシデントにつ

いて

4 　サテライトステーションパソコンシ

ステム更新について

5 　次年度予算項目について

6 　ITに係る施策・イベント等の業務報告

7 　その他

2013年 7 月 3 日（第 5 回）

議　題

1 　IT センター規程、IT センター自己

点検・評価委員会規程の改正について

2 　次年度予算項目について

3 　一時公開無線ネットワーク利用サー

ビスについて

4 　事務職員用メールシステムの改善に

ついて

5 　その他

2013年 8 月 7 日（第 6 回）

議　題

1 　次年度新規予算項目について

2 　情報システムの利活用に関する提案

について

3 　ソーシャルメディア利用に関するガ

イドラインの作成について

4 　その他
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2013年 9 月 5 日（第 7 回）

議　題

1 　次年度新規予算項目について

2 　無線 AP の設置について

3 　その他

2013年10月 2 日（第 8 回）

議　題

1 　ITセンター委員会委員の構成について

2 　IT センター副所長の推薦について

3 　IT センター所員の構成について

4 　ITセンター運営委員会の構成につい

て

5 　ITセンター自己点検・評価委員会の

構成について

6 　その他

2013年12月 4 日（第 9 回）

議　題

1 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

2 　ITセンター意思決定プロセスについて

3 　全学メールの SSL 対応について

4 　ITセンターホームページの改修につ

いて

2014年 2 月21日（第10回）（持ち回り了承）

議　題

1 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

2 　関西大学SNSのサービス停止につい

て

2014年 2 月24日（第11回）（持ち回り）

1 　私立学校施設整備費補助金（私立学

校教育研究装置等施設整備費（私立大

学・大学院等教育研究装置施設整備

費））及び私立大学等教育研究設備整

備費等補助金（私立大学等研究設備等

整備費）に係る交付内定前の事前着手

承認申請書の提出について

2014年 3 月 5 日（第12回）

議　題

1 　第10回 IT センター委員会（2/21持

ち回り開催）事項について

2 　第11回 IT センター委員会（2/24持

ち回り開催）事項について

IT センター運営委員会

（平成25年度は開催せず）

IT センター所員会議

2013年 4 月17日（第 1 回）

議　題

1 　ITセンター所員会議の構成について

2 　平成24年度教育研究用システム利用

統計について

3 　平成25年度新規事業について

4 　学生アンケートについて

5 　KU Wi-Fi 用 MAC アドレス登録シ

ステムについて

6 　その他

2013年 5 月15日（第 2 回）

議　題

1 　学生アンケートについて

2 　情報セキュリティインシデントシー

トの運用について

3 　サテライトステーショングループ学

習コーナーについて

4 　メールインシデントについて

5 　その他

2013年 6 月19日（第 3 回）

議　題

1 　学生アンケートの実施について
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2 　次年度予算項目について

3 　一時公開無線ネットワーク利用サー

ビスについて

4 　サテライトステーションリプレース

案について

5 　その他

2013年 7 月17日（第 4 回）

議　題

1 　学生アンケート実施報告

2 　次年度予算項目について

3 　情報システム利活用シートについて

4 　ソーシャルネットワークガイドライ

ンについて

5 　その他

2013年 9 月18日（第 5 回）

議　題

1 　学生アンケートまとめについて

2 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

3 　その他

2013年10月16日（第 6 回）

議　題

1 　ITセンター所員会議の位置づけにつ

いて

2 　ITセンター所員会議の検討課題につ

いて

3 　IT政策専門部会の活動報告について

4 　メールシステムのメーラー用サービ

スについて

5 　その他

2013年11月20日（第 7 回）

議　題

1 　平成25年度事業進捗報告

2 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

3 　ITセンター意思決定プロセスについて

4 　全学メールの SSL 対応について

5 　ITセンターホームページの改修につ

いて

6 　その他

2013年12月18日（第 8 回）

議　題

1 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

2 　所員会議の検討課題について

3 　平成26年度予算折衝について

4 　ITセンターのサービス検討について

5 　その他

2014年 1 月29日（第 9 回）

議　題

1 　セキュリティポリシー実施規程につ

いて

2 　所員会議での検討課題について

3 　サテライトステーションの運用につ

いて

4 　関西大学 SNS 利用状況について

5 　その他

2013年 3 月19日（第10回）

議　題

1 　所員会議での検討課題について

2 　ダウンロードステーションの運用に

ついて

3 　授業支援システムサービス終了に伴

う CEAS への移行について

4 　その他

IT センター自己点検・評価委員会

（平成25年度は開催せず）
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　今年度の活動について、まず情報通信基盤の整備関連では、平成24年度から 3 カ年計画で

取り組んできた「教育・研究ネットワークの高速化」の第 3 期の整備（第 1 学舎、岩崎記念

館、以文館）の実施と、MACアドレス登録システムの整備を同時期に行い、パソコンのMAC

アドレスを登録すれば、認証なしでネットワークが利用できるよう利便性を向上した。また、

「無線LAN環境の充実」についても、3 カ年計画の第 2 期（第 1 学舎、以文館、総合研究棟、

凱風館、誠之館）を実施し、新たに300箇所のアクセスポイントを追加した。クラウド・シス

テムの取り組みついては、事務用メールサーバを学外データセンター内のプライベート・ク

ラウド上に構築し、安定したサービスの提供が可能となった。さらに、サーバインフラの拡

充として、先進性のある仮想化サーバを用いたプラットフォームを構築し、関西大学Webサ

ーバや学認サービス用サーバ等を移行し、物理サーバを集約することにより消費電力の省力

化やスペース効率の向上に取り組んだ。

　e-Learning の教材開発支援においては、講義収録・配信システムの増強として、 4 教室

（第 2 学舎 2 号館 C505R、C506R、第 3 学舎 D501R、以文館 B 1 講義室）に講義収録用機器

を整備した。さらに、講演会やセミナー等を動画配信するために、可搬型講義収録システム

も増設した。また、コンテンツ作成環境の充実を図り、模擬講義やビジネス英語教材など294

のコンテンツを iTunes U で新たに公開した。

　CEAS/Sakai システムについては、Web サーバ・DB サーバのハードを最新機種に入れ替

え、利用環境の改善を行った。

　システム開発および運用では、スマートフォン・タブレット端末向けに現状のインフォメ

ーションシステムと連動するモバイルポータルシステムを構築し、端末アプリ「モバイル関

大」の配布を開始した。なお、この開発にあたっては、新たな試みとして設計段階から学生

を参画させ、利用者ニーズに即したサービスを実現すべく取り組みを進めた。

　また、既存のシステムについても、組織・規程改編、学則変更など環境変化への対応や、

学内各部署のからの要望を検討し、重要度や必要性などを勘案し、改善及び拡張を行った。

　ITセンターでは、高度情報化社会という時代背景の下、①教育・研究環境やネットワーク

などの IT 情報基盤の整備・充実、②教育支援にかかるシステム開発（e ポートフォリオな

ど）の促進、③携帯情報端末やデータ分析ツールなどを活用した次世代情報システムへの展

開などを中期的政策の柱として取り組み、サービス向上に向け着実な活動を続けていきたい

と考えている。

1　教育・研究支援

・ オープンPC 1 コーナー、オープンPC 3 コーナー、第 1 ステーション、第 2 ステーション、

活　動　報　告
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第 3 ステーション、第 4 ステーション、サテライトステーション、尚文館 PC 教室・研究

スペース、岩崎記念館 CALL 1 教室・CALL 2 教室の PC を全面リプレースし、より使い

やすい環境を整備した。サテライトステーションにおいては 2 室のうち 1 室をグループ学

習対応教室とし、さまざまなニーズに対応できるようにした。

・ オンデマンド印刷システムのサーバおよび複合機（プリンタ）を全面リプレースした。ま

た第 1 ステーションと第 2 ステーションにオンデマンド印刷システムを新規導入した。

・  PC 教室空席表示システムを全面改修した。

2　ネットワーク整備

・ 千里山キャンパスの第 1 舎（法学部、文学部、政策創造学部、外国語学部）、岩崎記念館、

児島惟謙館、以文館の教育・研究ネットワークをギガビット化し、より高速な通信インフ

ラを整備した。

・ 従来グローバル IP アドレスで管理・運用してきた第 1 学舎の教育・研究ネットワークを

MAC アドレスでの認証・管理方式へと変更し、ユーザーの利便性を高めた。

・ 無線 LAN の AP（Access Point）を前年度に続き314AP 追加設置。新しい無線 LAN サ

ービス「KU Wi-Fi」を開始した。

・ 事務メールサーバをデータセンターに整備し、24時間365日対応した。

・ 関西大学のWeb サーバを仮想化システムに全面更新した。

3　マルチメディアコンテンツ

【e-Learning】

・ 模擬講義やビジネス英語教材など294のコンテンツを iTunes U で新たに公開した。

・ 講義の他、講演会、セミナー等を動画配信するために可搬型講義収録システムを増設した。

・ 学部、大学院の講義収録の要望に応えるため 4 教室（第 2 学舎 C505・C506教室、第 3 学

舎 D501教室、以文館 B 1 講義室）に常設の自動講義収録システムを設置した。

・  CEAS/Sakai システムのWebサーバ・DBサーバのハードを最新機種に入れ替え、利用環

境の改善を行った。

・  CEAS/Sakai システムの利用者環境検証機材の整備し、OS やブラウザ環境の違いによる

動作の検証を行い利用者への対応を向上させた。

【マルチメディア】

・ コンテンツ制作環境を整備・充実させた。

　（機　材）液晶ペンタブレット、HDV カムコーダ、デジタル一眼レフカメラ他

　（ソフト）Final Cut Pro X、Creative Suite 6 他

・ 学内から依頼を受けたシンポジウムやガイダンス、セミナー、公開講座を収録・編集し、

ストリーミング配信を行った。
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・ 機器の状態や通信ステータスの状態を監視し、円滑なビデオ会議をサポートするテレビ会

議集中コントロールシステムを構築した。

4　広報

・ 学生、教員それぞれが必要とする情報に迅速にアクセスできるように IT センターホーム

ページの改修をおこなった。

5　開発

【モバイルポータルシステム『モバイル関大』】

・ インフォメーションシステム利用の形態において、パソコンよりもスマートフォンからの

アクセスが増えてきた状況を踏まえ、スマートフォンのアプリを開発した。インフォメー

ションシステムの個人伝言やお知らせ、履修科目情報、カレンダー（時間割）の情報を提

供する他、スマートフォンの特性を活かして学内施設へ誘導するマップ機能等を提供して

いる。

【財務システム】

・ 専任教員が研究費等の予算額、執行額、予算残高を紹介することができる研究費等照会シ

ステムを構築した。

【点検・評価活動支援システム】

・ 企画管理課にて内部質保証システム（PDCAサイクル）強化のための一手法である大学 IR

の推進のため、『学の実化』データブックを電子化した。平成26年 5 月から運用される。

【初中高ポートフォリオ保護者公開】

・ ミューズ初中高で運用中のポートフォリオ（OSL）の成果物を保護者が閲覧できるサービ

スを開始した。

【奨学金システム（国際部版）】

・ 留学生の奨学金出願、選考、管理までを行うことができるシステムを構築し、運用を開始

した。

6　システム運用

【学事システム】

・ データ連携構造の整理、システム運用・教務センター職員機能など運用・管理系を中心と

した機能強化、改善を実施した。

・ 学生の成績分布状況について、経年推移や属性毎の特性を分析する等に活用された。

【学生カルテシステム】

・ ユーザーインターフェースの改良と各部署の運用変更への対応を実施した。
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【出席管理システム】

・ サーバ老朽化対策として、仮想サーバへ移行を実施すると同時に、新たに DB サーバを設

けることで自宅からアクセスできるように改善したほか、ユーザーインターフェースの改

良等を実施した。

【スタディー・アブロード・プログラム支援システム】

・ 仮想サーバへの移行を行い、インフラ基盤の強化を図った。また、管理情報の拡充（既往

症情報、連絡先情報登録時のチェック機能強化等）を実施した。

【学校インターンシップ管理システム】

・ インターンシップ先学校情報の拡充、登録画面の改良を実施。データ取込機能に関するマ

ニュアルの整備、利用者への運用支援を行った。

【健康管理】

・ 問診入力画面を改良し、コメント欄分類拡張による管理機能の充実を実施した。

【心理相談システム】

・ 学事統計カウント方式の変更や、コンサルテーション情報入力機能の追加対応を行った。

【クラブ管理システム】

・  Web 申請（入部登録）機能の拡充、管理系帳票の改良、Web 申請（事業届登録）機能の

設計、開発を実施した。

【出勤簿管理システム】

・ 勤務スケジュール応募機能等の追加とユーザーインターフェースの改良を実施した。アル

バイト管理部署からの要望で端末の増設を実施した。

【初中高教務システム】（ミューズキャンパス・北陽キャンパス）

・ 各種帳票機能・連携機能の充実とユーザーインターフェースの改良を実施した。

【初中高ポートフォリオシステム】

・ コアシステム（OSL）を最新バージョンの 3 . 2 . 1 にバージョンアップした。

【保護者ポータル】

・ インフォメーションシステム「保護者ポータル」において、関西大学初等部、中等部、高

等部の保護者を対象にサービスを開始した。

【その他】

・ 履修ガイダンスや事務業務用Webサーバについて、ハードウェアの老朽化に伴い、仮想化

サーバへ移行・構築した。また、「CAP システム」、「心理相談システム」他各システムで

機能拡張、改善を実施した。
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センター利用状況
（2013.4.1～2014.3.31）

1　教育・研究システム申請状況

⑴　IT センター利用申請数

ア　研究用 login サーバ利用

学部・研究科 法文

経　
　

済

商

社　
　

会

政
策
創
造

外

国

語

人
間
健
康

総
合
情
報

社
会
安
全

シ
ス
理
工

環
境
都
市

化
学
生
命

工
学
／
理
工
学
研
究
科

心
理
学
研
究
科

法
科
大
学
院

会
計
専
門
職
大
学
院

臨
床
心
理

国

際

部

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科

合　
　

計

専 任 教 育 職 員 49 112 55 57 63 26 46 28 60 22 102 61 65 0 ― 26 11 9 4 0 796 
特 任 教 育 職 員
特 別 契 約 職 員 7 19 8 3 4 4 3 0 4 2 10 4 10 1 ― 5 4 1 1 0 90 

客 員 教 授 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 0 3 3 
大 学 院 生 84 383 62 81 128 16 150 ― 93 22 ― ― ― 770 71 234 91 66 ― 72 2,323 
その他：研究員、非常勤職員など（564）

イ　電子メール・学外Web 利用

学部・研究科 法文

経　
　

済

商

社　
　

会

政
策
創
造

外

国

語

人
間
健
康

総
合
情
報

社
会
安
全

シ
ス
理
工

環
境
都
市

化
学
生
命

工
学
部
／
理
工
学
研
究
科

心
理
学
研
究
科

法
科
大
学
院

会
計
専
門
職
大
学
院

臨
床
心
理

国

際

部

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科

留
学
生
別
科

合　
　

計

専任教育職員 49 112 55 57 62 26 46 28 60 22 101 61 65 0 ― 26 11 9 4 0 0 794 
特任教育職員
特別契約職員 7 19 8 3 4 4 3 0 4 2 10 4 10 1 ― 5 4 1 1 0 0 90 

客 員 教 授 等 0 0 1 2 1 0 1 0 1 1 0 0 0 12 ― 3 1 0 0 3 0 26 
大 学 院 生 104 505 71 89 134 24 164 ― 128 29 ― ― ― 1,569 70 259 134 102 ― 78 ― 3,460 
学 部 生 3,084 7,270 3,306 3,221 3,579 1,622 767 1,397 1,907 1,088 2,168 1,466 1,347 194 ― ― ― ― ― ― 147 32,563 
その他：研究員、非常勤講師、特任外国語講師など（1,925）
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2　教育・研究システム利用状況

⑴　IT センターホームページ利用

ア　月別 ページビュー数

イ　時間別　ページビュー数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

509,368 382,207 289,401 393,555 209,557 278,422 375,326 355,956 356,524 372,573 279,403 242,223ページビュー数

180,000 

200,000 

220,000 

240,000 

260,000 

280,000 

300,000 

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 

140,000 

160,000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
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⑵　電子メール（Active!mail）利用

ア　受信回数

イ　送信回数

200,000 

250,000 

300,000 

 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

4月

183,489 

51,091 

180,009 

5月

205,891 

51,523 

207,307

6月

163,052 

46,081 

168,035

7月

132,446 

39,968 

174,674

8月

99,968 

33,788 

139,072

9月

84,605 

32,132 

153,586

10月

109,051 

38,360 

194,175

11月

103,473 

37,026 

184,309

12月

247,340 

68,882 

173,601

1月

256,783 

74,153 

173,591

2月

261,647 

78,060 

169,244

3月

244,276 

71,826 

185,209

600,000 

800,000 

1,000,000 

1,200,000 

   

0 

200,000 

400,000 

,

4月

639,960 

140,675 

495,405 

5月

651,754

127,997

489,661

6月

668,299

130,084

491,616

7月

558,168

108,892

504,286

8月

477,744

94,001

423,330

9月

411,816

85,706

449,165

10月

483,919

100,204

536,311

11月

466,029

96,842

517,946

12月

1,083,263

191,501

488,112

1月

1,054,624

193,848

474,003

2月

1,064,682

197,833

471,951

3月

999,047

185,487

517,272
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⑶　インフォメーションシステム トップページ（ポータルシステム）利用

⑷　SNS 利用

1,000,000 

1,200,000 

1,400,000 

1,600,000 

1,800,000 

ログイン回数         

0 

200,000 

400,000 

600,000 

800,000 

4月

1,604,127

5月

880,372

6月

750,829

7月

1,017,736

8月

199,060

9月

1,008,137

10月

872,375

11月

677,472

12月

663,383

1月

987,505

2月

344,287

3月

1,014,371

ロ
グ
イ
ン
回
数

50,000

60,000

30,000

40,000

10,000

20,000

ページビュー数

0

10,000

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

4月
51,992

5月
39,407

6月
53,446

7月
47,216

8月
21,073

9月
22,620

10月
47,686

11月
39,911

12月
35,905

1月
25,103

2月
25,486

3月
28,971
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⑸　パソコン利用

⑹　オンデマンドプリント利用

35,000

40,000

45,000

50,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2,179
1,681
503
1,121
404
8,372
12,141
10,884

2,352
2,182
869
1,354
410
9,184
11,862
11,126

2,378
2,528
871
1,599
343
9,129
11,379
10,704

2,353
1,859
534
1,345
2,236
11,365
12,423
14,537

132
68
107
40
0

201
2,826
142

2,290
1,919
923
1,029
46

2,200
4,405
4,444

3,112
2,003
1,040
1,398
458
8,943
7,124
15,317

2,631
1,790
941
1,395
501
8,567
9,043
10,993

2,496
1,584
674
1,197
1,050
7,435
7,734
9,135

2,299
1,346
421
821
2,080
8,591
8,724
10,620

526
41
53
39
0
0

2,983
1,887

510
146
247
215
0
0

2,070
3,781

第４ステーション
第３ステーション
第２ステーション
第１ステーション
サテライトステーション２
サテライトステーション１
オープンPCコーナー２
オープンPCコーナー１、３

利
用
者
数

枚

数

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

0

50,000

100,000

150,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
白黒

フルカラー

234,268

11,238

261,081

13,386

244,244

12,166

448,481

15,995

43,457

2,430

86,781

5,446

285,923

18,146

260,983

12,693

220,965

10,144

436,217

17,194

49,107

4,234

52,222

7,203
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⑺　アプリケーション別 利用回数（2012.4.1～2013.3.31）

572,757
340,760

141,236
133,053

19,570
10,603
8,627
7,030

5,586
4,887
4,780

2,843
2,501
2,453
2,317
2,240
2,233
1,963
1,957
1,786
1,756
1,721
1,592
1,372
1,191
1,085
1,068
1,021
983983
959
956
871
865
851
838
723
695
690
629
581
576
571
547

379
367
360
340
334
333
326
268
264
246
244
233
208
202
194
184
183
177
172
169
155
141
138
135
128
118
118
117
112
100
93
89
89
81
79
74
74
74
74
69
67
66
64
59
56
46
44
42
37
32
31
30
30
26
25
23
23
21
19
18
16
14
13

10
9
8
8
7
7

5
5
5

4
4
4
4
4
4

3
3

2
2
2

1

1 10 100 1,000 10,000 100,000 1,000,000
利用回数

Microsoft Office Word
Adobe Acrobat Pro

Microsoft Office Excel
Microsoft Office Powerpoint

SPSS Statictics
Gaussian 

Tex
Microsoft Visual Studio

Mozilla Firefox
Lhaplus

Microsoft Office Access
Adobe DesignPremium CS Illustrator

Gimp
Maxima

スキャナ（EPSON）
MKEditor for Windows

Real Player
Quick Time

一太郎
Adobe Photoshop CS6

OpenOffice
Adobe DesignPremium CS Photoshop

+Lhaca
Adobe Illustrator CS6

MATLAB
Microsoft Office Onenote

R
Microsoft Visual Studio 2012 Express

Google Chrome
iTunes

Libre Office
eclipse
StarSuite
Modelsim
SPSS Amos
Tera Term

VirtualCloneDrive
FCPAD
BCPAD
JMP

VMware Player 
IBMホームページビルダー

Microsoft Office Picture Manager
FFFTP

Autodesk
ホームページビルダー
スキャナ（CANON）

Adobe Dreamweaver CS6 
Xilinx ISE 11 web Edition
Adobe Premiere Pro CS6 

Dialang
Google Earth

Microsoft Office Publisher
Adobe DesignPremium CS Dreamweaver

Microsoft Office Infopath
Adobe After Effects CS6

gnuplot
WinSCP
ATOK

Microsoft Office Groove
読んde!!ココ

Adobe Bridge CS6 
OpenCV
EmEditer

Adobe Flush Builder CS6
TeraPad

Adobe Prelude CS6 
Adobe DesignPremium CS Bridge

Adobe Audition CS6
Winshell

Adobe Media Encoder CS6
Google ツールバー

Adobe DesignPremium CS FlashProfessional
サクラエディタ

Adobe DesignPremium CS Fireworks
Adobe InDesign CS6 

KH Coder
Adobe Encore CS6

Adobe SpeedGrade CS6 
FileZilla
Inkscape
Scilab

Microsoft Visio 
GhostScript

Adobe Flash Professional CS6 
Adobe Fireworks CS6

Jw_cad
Gsview
Octave
Cygwin

Microsoft Office Lync
Modeler
MySQL

SPSS Modeler
Corel VideoStudio Pro X3

鍋CAD
Adobe DesignPremium CS FlashCatalyst

MinGW
gfortran-windows

Putty
Adobe DesignPremium CS DeviceCentral 

PsychoPy2
TinyTextMining

Adobe DesignPremium CS MediaEncoder
MeCab

Small Basic
Adobe DesignPremium CS InDesign

Wivia
Chasen

GNU make-3.81（Windows版）
Active Perl
Rapid Miner

Pajek
Primo PDF
Proccesing

Apache-tomcat
DDWin

GiveWin2
Microsoft SkyDrive Pro

ParaFla!
TSP 5.0
Graphviz

一太郎ビューア
Arc

Audacity
Quartus Ⅱ Web Edition

GomPlayer
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講　習　会

　IT センターでは、学部生、院生、教育職員、事務職員を対象に各種講習会を開催してい

る。2013年 4 月～2014年 3 月の開講実績は次のとおりである。

1　Offi  ce 製品を中心とした講習会

　Word1）、Excel2）、PowerPoint3）、メールマナーなどに関連する講習会を以下のように開催

した。

対　象 開催期間 実施回数 参加延人数

学　　生
2013／ 5 ／ 9 ～ 5 ／29 26 273
2013／10／ 9 ～10／30 25 311
2014／ 2 ／12～ 2 ／28 30 519

教育職員4） 2013／ 9 ／ 3 ～ 9 ／ 6  8   2
2014／ 3 ／ 7 ～ 3 ／14 11  52

事務職員4） 2013／ 9 ／ 3 ～ 9 ／ 6  8  35
2014／ 3 ／ 7 ～ 3 ／14 11  61

1）Word 2010（初級、実用ヒント、長文作成）
2）Excel 2010（初級、実用ヒント、関数入門、関数活用、集計・分析）
3）PowerPoint 2010（初級、実用ヒント、ポスター作成）
4）教育職員と事務職員は同時開催

2　Adobe 講習会

　Photoshop、Illustrator、Dreamweaver、Flash の講習会を以下のように開催した。

対　象 開催期間 実施回数 参加延人数
学　　生

2013／ 9 ／10～ 9 ／18 12
97

教育職員  2

3　インターネットセキュリティ講習会

　インターネットセキュリティに関する講習会を以下のように開催した。

対　象 開催期間 実施回数 参加延人数
学　　生

2013／12／20 2
 4

教育職員  0
事務職員 30







資　料　編
2013年度



－ 109 －

関西大学 ITセンター年報 第 4 号（2013）

サービス時間

　IT センターが管理する各施設の利用時間は以下のとおりである。

　日曜日、祝祭日など、関西大学の学則により指定された休業日のほか、入学試験期間中は、

原則、閉館。閉館日、利用時間の詳細、変更はホームページから確認が可能。

1　IT センター

階 室　　　　名 月～金＊1 土＊2

4

オープン PCコーナー1・2・3

9:00～19:50 9：00～17：50
デジタルメディア PCコーナー
Skype コーナー
利用相談コーナー

3 教員支援室 9：00～17：50
2 IT センター受付 9：00～19：50 9：00～17：50
＊1　夏季休業中の一定期間は開館。ただし、16時50分で閉室。
＊2　夏季休業中の開館期間中は閉室。

2　サテライトステーション *3

室　　　　名 月～土
サテライトステーション1・2

10：00～17：50サテライトステーション ロビー
利用相談コーナー
＊3　夏季・冬季休業中は閉室。

3　尚文館 マルチメディア施設 *4

室　　　　名 月～金 土
マルチメディア編集室

9：30～16：30 閉　　室
マルチメディア管理室
＊4　夏季・冬季休業中は閉室。
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KU

KU

KU

KU

KU

KUKU

KUKU

KU

KU

KU

KU

KUKU

KU

KU

KU

千里山Ｃ

第１学舎 第２学舎

第３学舎 第４学舎

岩崎記念館・
児島惟謙館 尚文館

凛風館 新関西大学会館

以文館 簡文館

ハイテク・
リサーチ・センター

学術フロンティア・
センター

総合研究室棟 凱風館

総合図書館関西大学会館

教育・研究へ

FW

第１学舎 第２学舎 第３学舎

第４学舎 尚文館 図書館

関西大学会館 新関西大学会館 凛風館

岩崎記念館 以文館 中央体育館

第１ステーション
文情報処理室
第２ステーション
経商ＭＭＬ教室等

第３ステーション

第４ステーション

サテライト
ステーション

教育・研究

事務

IT センター

IT センター

（サーバー群）

FW

システム
データセンター

ソシオネットワーク
戦略機構

SINET4 Internet

関西大学学術ネットワーク概念図　【KAISER】
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KU

KU

KU

KU

KU

KU

KU

KU

KUKUKU

KU

KU

KU

飛鳥文化研究所

高岳館

・・・ 100Mbps

・・・ 1Gbps×2

・・・ 1Gbps

・・・ 無線ＡＰ設置

・・・ 200Mbps

バックアップ
データセンター

六甲山荘

VPN

VPN

（指定場所で利用可能）

学舎

学舎A棟

高槻 C 高槻ミューズ C 堺 C 天六 C

A棟

C棟

F棟B棟

E棟

A棟

K棟L棟S棟

西館

A棟等 西館等

B棟

D棟
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システム構成一覧

分類／種類 システム名 概　　　要 サービス対象／利用部局

ITトータル
システム基盤

ネットワークシステム基盤
ウィルス対策、不正アクセス対策
を施し、大規模データベースの運
用基盤を整備

・ 全学

統合認証システム
学生、教職員、保護者等へシング
ルサインオンにより多彩でスムー
ズなサービスを提供

データ連携基盤 教務、認証情報等を複数のシステ
ム間で連携・同期させ、一元管理

サービス系
情報システム

ICカードシステム
学生証、教職員証を IC カード化
し、入館管理や出席管理、健康管
理等に活用

入館管理システム
セキュリティレベルに応じた入館
コントロールを行い、ログ情報を
収集

インフォメーションシス
テム（ポータルシステム）

学内各システムと連携して情報・
サービスを提供

・ 全学生（非正規生を含
む）、全教職員、保護者
（学部生）

モバイル関大（スマートフ
ォン版ポータルシステム）

インフォメーションシステムに連
動するスマートフォン向けアプリ。
キャンパスマップ、施設案内など
のサービスを提供

・ 全学生（非正規生を含
む）全教職員、学外一
般者（機能制限）

SNS 学生、教職員に交流の場を提供 ・ 全学生、全教職員

学生カルテシステム
学生情報を一元管理、全学的に共
有し学生一人ひとりに対するきめ
細かな指導を支援

・ 事務職員
・ 学事局、堺キャンパス

学術情報システム
研究業績や研究論文など大学が所
蔵する学術情報やコンテンツをデ
ジタル化・データベース化

・ 全教育職員
※ 検索・照会は一般に公
開

・ 研究支援課（管理機能）

図書館システム
200万冊の蔵書管理に対応し、マイ
ライブラリ・Web貸出予約機能を
装備

・ 全学生、教職員
・ 図書館事務室
　（管理機能）

図書館関係機関システム
研究所（ 5ヶ所）、資料室（ 3ヶ所）
の図書、雑誌の検索、貸出管理を
装備

・ 全学生、教職員
※ 貸出機能は人権問題研
究室のみ

MLRシステム
（視聴覚教材検索システム）

視聴覚教材の検索、貸出管理を装
備

・ 全学生、教職員
・ ＭＭＬ（管理機能）

キャリア支援システム
（KICSS）

キャリアデザイン機能、活動支援
機能を装備

・ 全学生（就職活動学生）
・ キャリアセンター
　（管理機能）

CAPシステム
（旧CACG）

学生に対し職務適性をアドバイス
するなどキャリアプランニングを
支援

・ 全学生
・ キャリアセンター
　（管理機能）
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分類／種類 システム名 概　　　要 サービス対象／利用部局

サービス系
情報システム

エクステンション・リー
ドセンター
受講生管理システム

リードセンターの講座、受講生を
管理

・ 全学生、教職員、一般
受講生
・ リードセンター
　（管理機能）

クラブ管理システム

体育会、文化会、学術研究会、単
独パート、ピア・コミュニティの
部員登録や管理、事務局などへの
諸届、戦績の管理

・ 全学生
・ スポーツ振興グルー
プ、学生生活支援グル
ープ（管理機能）

健康管理システム 自動計測器との連携による診断デ
ータ収集および健診結果の閲覧

・ 全学生、教職員
・ 保健管理センター
　（管理機能）

心理相談システム
（心理相談室電子カルテ
システム）

相談データの一元管理 ・ 心理相談室

奨学金システム 各種奨学金の出願・選考・管理
・ 全学生
・ 奨学支援グループ
　（管理機能）

東京センター
支援システム

東京センターが主催する公開講
座、セミナーの受付管理、利用者
管理、メールマガジンの配信

・ 全学生、教職員、校友
・ 東京センター
　（管理機能）

スタディー・アブロー
ド・プログラム支援シス
テム

外国語学部「スタディー・アブロ
ード・プログラム」の情報検索、
連絡先の管理

・ 外国語学部生
・ 政外オフィス、SA 支
援センター

学校インターンシップ管
理システム

学校インターンシップ実習先および
派遣学生の管理、統計データ作成 ・ 高大連携グループ

教務系
システム

学事システム（基幹系）
（Campusmate-J、時間
割編成支援システム）

学籍情報の管理、カリキュラム編
成支援

・ 学部生・院生・非正規
生／学事局
・ 交換留学生／国際部

学事システム
（サービス系）
（履修・成績Webサービ
ス他）

履修および成績の一元管理

・ 全学生（非正規生含む）
・ 学事局（管理機能）
※ 一部検索・照会機能は
全教職員

証明書自動発行システム 学生証を利用した証明書発行機能
を装備

・ 全学生
・ 学事局（管理機能）

授業支援システム 教材提示、成績管理等授業運営を
支援

・ 授業担当教員
・ 受講者

シラバスシステム シラバス入稿、検索表示機能を装
備

・ 一般公開
・ 学事局（管理機能）

出席管理システム 学生証を利用した授業出席データ
の収集・管理

・ 授業担当教員
・ 学事局（管理機能）

eラーニング
CEAS／Sakai システム デジタルコンテンツを活用した遠

隔教育・個別学習
・ 授業担当教員
・ 受講者

講義収録・配信システム 講義の映像や資料等をインターネ
ットや携帯情報端末に配信

・ 授業担当教員
・ 受講者

eポートフォリオ ポートフォリオシステム 計画・実行・振り返りによる学び
の質向上および学習成果の蓄積 ・ 全学生、全教員
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そ　の　他

1　パソコン・印刷機器整備状況

施　設 場　所 P　C カラー複合機
レーザープリンタ

ITセンター

オープン PCコーナー1  45 3
オープン PCコーナー2  56 4
オープン PCコーナー3  35 3
デジタルメディア PCコーナー＊1   6 0
Skype コーナー   2 0
教育支援室   2 2

サテライトステーション 141 5

尚文館1階マルチメ
ディア施設

マルチメディア編集室＊2   3 0
マルチメディアコンテンツ
ライブラリ保管管理室＊3  11 2

＊1　多言語OS機、Macintosh 機、ワープロ変換機含む。
＊2　オーサリング用 PC。
＊3　マルチメディアコンテンツ作成用 PC。

2　無線 LAN、情報コンセント整備状況

場　所 無線 LANアク
セスポイント

認証系情報
コンセント数（教卓）

認証系情報
コンセント数（その他）

千里山キャンパス

第 1学舎 124  77   0
第 2 学舎  87  43 423
第 3 学舎  57  12 134
第 4 学舎 109  14 110
そ の 他 157   0 232

高 槻 キ ャ ン パ ス  81  26 196
高槻ミューズキャンパス  29 103 121
堺 キ ャ ン パ ス   4  52  98
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関西大学インフォメーションテクノロジーセンター規程

 制定　昭和57年3月12日

（設　置）

第 1 条　本大学に、関西大学インフォメーションテクノロジーセンター（以下「センター」

という。）を置く。

（センターの目的）

第 2 条　センターは、高度な情報通信技術を用いて、教育・研究及び業務（学校法人の業務

を含む。）を支援し、教育・研究の充実及び事務能率の向上に資することを目的とする。

（業　務）

第 3 条　センターは、前条に規定する目的を達成するため、次の業務を行う。

⑴　情報通信ネットワークの管理・運用

⑵　教育・研究を支援する情報システムの開発・運営

⑶　センターに設置するコンピュータ機器の管理・運用

⑷　教育・研究におけるコンピュータ利用者のための技術指導

⑸　情報教育に係る技術支援

⑹　e ラーニングを目的としたコンテンツ制作に係わる技術支援

⑺　ジョイント・サテライト及びマルチメディア教育研究の実施支援

⑻　法人業務に係わる情報システムの開発・運用

⑼　その他センターの目的達成に必要な業務

（センター委員会）

第 4 条　センターの適正な管理運営を図るために、センター委員会（以下「委員会」という。）

を設ける。

（委員会の構成）

第 5 条　委員会は、次の者をもって構成する。

⑴　センター所長（以下「所長」という。）

⑵　センター副所長（次号に規定する委員のうち 1 名が兼任する。以下「副所長」という。）

⑶　各学部から選出された者　　各 1 名

⑷　学長補佐　 1 名

⑸　総務局長

⑹　学長室長

⑺　学術情報事務局長

⑻　学術情報事務局次長（以下「次長」という。）　 1 名

2 　前項第 3 号に規定する委員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。
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3 　前項の委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任

者の任期は、前任者の残任期間とする。

4 　第 1 項第 3 号に規定する委員は、学長の推薦により、理事会が任命する。

（委員会の審議事項）

第 6 条　委員会は、次の事項を審議する。

⑴　第 3 条に規定する業務の基本方針に関すること。

⑵　その他センター業務の重要事項に関すること。

（委員会の会議）

第 7 条　委員会は、所長が招集し、議長となる。

2 　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。

3 　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決する。

（職　員）

第 8 条　センターに次の職員を置く。

⑴　所長

⑵　副所長

⑶　所員

⑷　事務職員

2 　センターの事務組織と事務分掌は、学校法人関西大学事務組織規定に定めるところによ

る。

（所　長）

第 9 条　所長は、所務を統括する。

2 　所長は、学長が専任教授のうちから理事会に推薦し、理事会が任命する。

3 　所長の任期は 4 年とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長が欠けたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。

（副所長）

第10条　副所長は、所長を補佐する。

2 　副所長は、所長が第 5 条第 1 項第 3 号に規定する委員のうちから、委員会の議を経て学

長に推薦し、理事会が任命する。

3 　副所長の任期は委員在任中とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長に事故あるときは、副所長が、所長の職務を代行する。

（所　員）

第11条　所員は、所長の命をうけ、情報通信技術の専門的見地からセンター業務の円滑な遂

行を支援する。

2 　所員は、所長が専任職員のうちから委員会の議を経て学長に推薦し、理事会が任命する。
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3 　所員の任期は 2 年とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長が、特に必要があると判断した場合は、第 2 項に規定する資格を有しない者のうち

から、委嘱による所員を置くことができる。

5 　前項の所員は、所長が委員会の議を経て学長に推薦し、理事会が委嘱する。

第12条　削除

（運営委員会）

第13条　委員会の基本方針に基づき、センターの業務を効率的に処理するため、運営委員会

を置く。

2 　運営委員会は、次の者をもって構成する。

⑴　所長

⑵　副所長

⑶　所員（第11条第 4 項に規定する所員を除く。）

⑷　所長が第 5 条第 1 項第 3 号に規定する委員のうちから指名する者　 2 名

⑸　次長　 1 名

⑹　システム管理課長

⑺　システム開発課長

3 　前項の規定にかかわらず、所長が必要と判断したときは、委員以外の者の同席を求める

ことができる。

4 　運営委員会は、所長が召集し、議長となる。

（自己点検・評価委員会）

第14条　委員会の基本方針に基づき、センターの業務を自己点検及び評価するために関西大

学インフォメーションテクノロジーセンター自己点検・評価委員会を置く。

2 　前項に規定する委員会の構成、運営等については、別に定める。

（ステーション）

第15条　センターは、教育・研究の利用に供するため、学部、大学院等にステーションを設

置することができる。

2 　ステーションの運営に関する事項は、センターと設置学部、大学院等との協議を経て、

別に定める。

（事　務）

第16条　委員会及び運営委員会の事務は、システム管理課が行う。

（補　則）

第17条　この規程に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、委員会の議を

経て定める。

附　則

1 　この規程は、昭和57年 4 月 1 日から施行する。
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2 　関西大学電子計算機室規程は、廃止する。

3 　当分の間、センター所員の数は第11条第 4 項による所員を含めて約10名とする。

附　則

この規程（改正）は、昭和60年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、昭和63年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 6 年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 9 年11月28日から施行する。

附　則

1 　この規程（改正）は、平成12年 4 月 1 日から施行する。

2 　第 5 条第 1 項第 5 号に規定する外国語教育研究機構選出の委員の数は、当分の間、　 1 名

とする。

附　則

この規程（改正）は、平成13年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成14年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成15年10月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成16年 4 月 1 日から施行する。

附　則

1 　この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。

2 　第 5 条第 1 項第 4 号に規定する政策創造学部及びシステム理工学部、環境都市工学部、

化学生命工学部選出の委員の数は、当分の間、 1 名とする。

3 　第 5 条第 2 項の規定に拘らず、平成19年 4 月 1 日選出の新学部選出の委員の任期は、平

成20年 3 月31日までとする。

附　則

この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
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附　則

1 　この規程（改正）は、平成20年 4 月 1 日から施行する。

2 　平成20年 4 月 1 日付で学長が推薦する所長、副所長の任期は、第 9 条第 3 項及び第10条

第 3 項の規定にかかわらず、平成21年 9 月30日までとする。

3 　平成20年 4 月 1 日選出のセンター委員会委員の任期は、第 5 条第 2 項の規定にかかわら

ず、平成21年 9 月30日までとする。

4 　平成20年 4 月 1 日選出の所員の任期は、第11条第 3 項の規定にかかわらず、平成21年 9

月30日までとする。

5 　関西大学インフォメーションテクノロジーセンタージョイント・サテライト及びマルチ

メディア教育・研究推進委員会規程（平成 9 年11月28日制定）は、廃止する。

附　則

この規程（改正）は、平成21年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成24年10月 1 日から施行する。
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編　集　後　記

　 3 年前の巻頭言で、パソコン教室からパソコンが消える日がそう遠くなく来ることを述べ

たが、実際、本学でもアクティブラーニングのためのグループ学習ルームが、「○○コモン

ズ」という名のパソコンのないパソコン教室が何か所もつくられ、いつも学生でにぎわうよ

うになった。また、例年、学期終わりにレポート作成のため、そして、年度初めには、全学

生がWeb による履修登録のために IT センターのパソコンがあるパソコン教室としてのオー

プン PC コーナーには、パソコン利用待ちの学生が長蛇の列を作っていたものだが、最近は

学生数が増えているにもかかわらず、列ができるどころか、ピーク時にも空席がちらほら見

られる。

　本年報の学生アンケートにも表れているように、学生へのパソコンの普及が進んだのも一

因であるが、これとは別に、聞くところによるとパソコンの代わりにスマートフォンでこれ

らの作業をしているということである。学生の目の良さ、器用さに感心することもさること

ながら、ICT の進歩のすさまじいスピードには今さらながら驚かされる。今やパソコンその

ものがレガシー・デバイスの仲間入りをしようとしているのである。私が想像していたのと

は別の理由で、パソコン教室からパソコンが消える日が来そうである。

　同じく学生アンケートのまとめで述べたことであるが、現在、巨大 ICT企業が莫大な資金

と人材を投じて提供しているさまざまなサービスの中から、学生は自分に合ったより良いサ

ービスを選択できる環境にある。このような時代に IT センターは学生に何をサービスして

行けばよいのであろうか？上述した 3 年前の巻頭言で、ユーザー目線の IT サービスの重要

性を述べた。デザインの世界でいうユーザー中心設計（User Centered Design）である。実

際、ここ数年 IT センターは、かつての大型計算機時代のサービスの考え方から脱却し、常

にユーザーのことを念頭に置きながらユーザー目線のサービスを意識して行うようになって

きた。ユーザー中心設計の先には、ユーザー参加型デザイン（Participatory Design）とい

う考え方がある。ユーザーがデザインの段階から一緒に参加し、ユーザーのニーズをよりき

め細かくフィットしたものをつくるというものである。

　IT センターでは2014年 3 月にスマートフォン用のモバイルポータルアプリ「モバイル関

大」を公開した。これは、有志の学生グループからの発案で学生と一緒に開発設計したもの

である。まさに、ユーザー参加型デザインである。「モバイル関大」は、ダウンロード数で

は、公開から 1 か月で学生数の半数を超えるに至った。「モバイル関大」に巨大 ICT 企業で

はできない、IT センターだからこそできるサービスの方向が見えたように思う。

　2014年 5 月

 （IT センター所長　柴田　　一）
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